
フ
ラ
・

ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ

l
ノ

カ
イ
l
ミ
の

「
代
用
エ
ル
サ
レ
ム
」

ー
ー
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
サ
ク
ロ

モ
ン
テ
の
失
わ
れ
た
初
期
の
形
態
に
つ
い
て

（下）

［守政
4
4

川

）

※

（
案
内
書
の
各

g
E「
号
の
訳
文
、
紡
線
、
［

者
に
よ
る
）

］
に
よ
る
註
記
は
杭

①
「
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
と
そ
の
付
近
」
同
〈
型
衣
を
剥
が
れ
カ
ル
ヴ
ア

リ
オ
へ
送
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
〉

M
M

〈
限
刑
〉

同
〈
卒
倒
の
震
貯
〉

同
〈
型
休
徐
一
一
州
石
〉
の
札
伴
堂
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こ
の
ゾ
l
ン
の
凶
堂
の
う
ち
、
問
題
な
く
場
所
を
同
定
で
き
る
の

は
附
〈
傑
刑
〉
の
礼
拝
堂
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
堂
も
、
場
所

以
外
は
一
五
一
凶
年
当
時
の
而
影
を
伝
え
て
は
い
な
い
。

現
在
の
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
山
の
総
体
は
、
〈
十
字
架
に
釘
で
打
ち
付

け
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
〉
（
第
幻
笠
）
と
〈
際
刑
〉
（
第
お
堂
）
、
そ
し
て

〈
十
字
架
降
下
〉
（
第
ぬ
堂
）
の
礼
拝
堂
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
第
訂

関

根

y告

子

んーごと

2

9十
に
ま
L
l
レ
し
止
l
L
L
リ
乙
一
二

川
「
」

l
ζ
A外
q
J
u－－
7
1
・
－
♂

l
l
〉ホ
ム門
d
Jl
lv

礼
拝
堂
の
前
方
の
開
腕

ま
た

と
ふ
た
つ
の
附
段
は
十
九
世
紀
半
ば
に
処
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

認
と
り
に

h
リ
｛
町
、
、

日
比
「
仁
ハ
ノ
’
司
フ
只
u
u
a
＋品

川
J
V
イ
ル
し
刀
V
A
q
d川
町
く

υ
・f
i－
－

t

一
五
一一

O
年
に
は
ま
だ
建
設
中
で
あ

ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ
オ
の
八
十
七
体
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
像
（
一
五

つ O
fこ ｜

0 J¥ 

ほ1

と
二
体
の
木
彫
像
は
堂
内
に
は
配
さ
れ
て
い
な
か

一
五
一
山
年
当
時
の
礼
拝
堂
は
、
現
在
の
そ
れ

と
は
か
な
り
呉
な
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
笑
除
、

一
五
十

凶
年
の
案
内
書
に
は
、
「
次
い
で
君
は
十
八
段
の
附
段
を
上
っ
て
、
例

の
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
と
呼
叫
れ
る
山
に
至
り
、
そ
こ
で
、
十
字
梨
に
か

け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
に
涙
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
い
か
な
る
非

も
な
い
キ
リ
ス
ト
の
周
図
に
偽
り
の
ユ
ダ
ヤ
人
、
阿
脇
に
非
人
、
ま

従
っ
て

た
、
十
字
加
木
の
下
に
、
苛
酎
な
刑
に
耐
え
る
創
造
主
を
み
つ
め
る
マ
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グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
を
目
に
す
る
で
あ
ろ
う
」

(
C
a
p
i
t
u
l
o
X
V
)

と
し

か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
同
党
の
解
説
が

C
a
p
i
t
u
l
o
X
く
の
み

で
終
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
同
堂
と
堂
円
の
ミ
ス
テ
ー
ロ
装

飾
と
が
、
現
在
の
ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ
オ
に
よ
る
大
き
な
礼
拝
拡
と
大
規

模
な
群
像
表
現
と
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
カ
ル
ヴ

ア
リ
オ
の
礼
拝
堂
は
、
事
実
、
元
来
は
岩
の
上
に
孤
立
し
て
建
っ
て

お
り
、
岩
を
穿
っ
て
造
っ
た
階
段
が
両
脇
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
ま

た
、
正
面
に
入
口
は
な
く
（
代
わ
り
に
窓
が
ふ
た
つ
あ
っ
た
）
、
側
壁

に
あ
っ
た
ふ
た
つ
の
小
扉
か
ら
出
入
り
が
行
わ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

巡
礼
者
と
群
像
と
を
隔
て
る
壁
や
鉄
柵
も
な
か
っ
た
5
こ
。
従
っ
て
、

当
初
の
⑭
〈
傑
刑
〉
の
礼
拝
党
は
、
位
置
的
に
は
現
在
の
第
38
棠
と
同

じ
場
所
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
後
者
よ
り
は
る
か
に
小
規
模
で
簡
索

で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ガ
ソ
ロ
ー
ニ
が
そ
の
平
面
図
す
ら
示

し
て
い
な
い
の
も
（
図

19)
、
ま
た
、
テ
ビ
ア
ッ
ジ
が
そ
れ
を
凹
型
の

小
杜
拝
棠

(sacello)

と
し
て
図
示
(21)

し
て
い
る
の
も
同
じ
よ
う
な

見
解
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
ア
レ
ッ
シ
の
全
景
図

（
前
号
図

1
7
a
、
b
)
で
HH
の
付
い
た
方
形
の
平
面
図
に
「
Q
u
i
v
a
 

alla c
r
o
c
e
 N. S
.
 
(
こ
こ
で
主
は
十
字
架
に
向
か
う
）
」
と
註
記
を
添

え
て
示
さ
れ
て
い
る
〈
傑
刑
〉
の
礼
拝
塵
は
、
ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ
オ
が

設
計
し
た
も
の
で
あ
り
、
最
初
の
礼
什
棠
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

の
礼

こ
の
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
付
近
に
は
、
そ
の
他
、
〈
媒
刑
〉
の
御
棠
の

そ
れ
ぞ
れ
北
と
南
に
つ
い
た
階
段
の
下
に
、

II
と

G
の
ア
ル
フ
ァ
ベ

ソ
ト
で
示
さ
れ
た
矩
形
の
建
物
と
方
形
の
小
さ
な
平
面
図
が
み
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

G
の
平
面
図
に
は
書
き
込
み
が
あ
り
、
「
Q
u
i

la 
Mna T
r
a
m
o
r
t
i
t
a
 
[
こ
こ
で
聖
母
が
卒
倒
二
と
判
読
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
そ
こ
に
間
〈
卒
倒
の
聖
母
〉
の
礼
拝
堂
が
置
か
れ
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
間
題
は
、
棠
内
に
仕
切
り
が
あ
っ
て
大
、
小
の

部
屋
に
二
分
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
、

II
で
示
さ
れ
た
知
形
の

平
面
図
で
あ
る
。
ガ
ソ
ロ
ー
ニ
は
こ
れ
を
〈
聖
衣
を
剥
が
れ
カ
ル
ヴ

ア
リ
オ
に
送
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
〉
の
御
棠
と
み
な
し
（
図

19)
、
ペ
ソ

ロ
ー
ネ
は
〈
聖
衣
を
剥
が
れ
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
に
送
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
〉

と
〈
白
布
に
包
ま
れ
る
キ
リ
ス
ト
（
九
二
年
に
は
〈
聖
休
塗
池
石
〉

と
改
め
た
）
〉
と
者
え
（
図

20)
、
前
者
を
〈
傑
刑
〉
の
場
所
に
近
い

方
に
、
そ
し
て
、
後
者
を
〈
キ
リ
ス
ト
の
墓
〉
に
近
い
方
の
部
屋
に

同
定
し
た
。
さ
ら
に
、
ペ
ソ
ロ
ー
ネ
は
、
こ
れ
ら
の
部
屋
が
、
そ
れ

ぞ
れ
現
在
の
〈
ピ
エ
タ
〉
（
第
40
骨
土
）
と
〈
埋
葬
〉

拝
直
に
一
致
し
、
し
か
も
、
元
来
は
矩
形
の
ひ
と
つ
の
部
屋
で
、
〈
聖

体
塗
訓
石
〉
を
表
現
す
る
木
彫
の
群
像
（
ヴ
ァ
ラ
ノ
ロ
、
絵
圃
館
蔵
）

を
擁
し
て
い
た
と
し
た
；
こ
。
こ
の
最
後
の
間
題
は
別
に
し
て
、
刈
面

の
問
題
で
あ
る
残
り
の
闊
、
国
の
礼
拝
棠
の
場
所
の
同
定
に
つ
い
て
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は
、
現
在
の
第
40
掌
（
〈
ピ
エ
タ
〉
）
の
背
景
に
描
か
れ
て
い
る
壁
画

が
、
確
か
に
、
⑬
〈
聖
衣
を
剥
が
れ
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
に
送
ら
れ
る
キ

リ
ス
ト
〉
の
ミ
ス
テ
ー
ロ
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
稿
者
も
、

⑬
の
御
堂
を
現
在
の
第

40
堂
の
位
置
に
同
定
し
た
い
。
ま
た
、
⑩

〈
聖
休
塗
抽
石
〉
の
御
樅
に
つ
い
て
も
、

C
a
p
i
t
u
l
o
X
V
I
I
に
、
「
次
い

で
君
は
そ
こ
[
ヵ
ル
ヴ
ア
リ
オ
]
か
ら
下
り
て
聖
体
塗
油
の
石
へ
向

か
う
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
下
に
あ

っ
た
礼
拝
堂
を
探
せ
ば
、
現
在
の
第
40
堂
が
そ
れ
で
な
け
れ
ば
、
第

41
堂
以
外
に
詞
の
御
堂
の
場
所
は
あ
り
え
な
い
と
考
え
る
。

R
「
キ
リ
ス
ト
の
墓
」
ー
⑰
「
キ
リ
ス
ト
の
墓
」

こ
の
礼
拝
堂
は
現
存
し
て
お
り
、
場
所
の
同
定
に
つ
い
て
は
問
題

は
な
い
。
同
直
は
こ
の
山
の
宗
教
的
変
遷
の
核
で
あ
り
、
最
初
期
の

礼
拝
璧
の
ひ
と
つ
、
も
し
く
は
最
初
の
礼
拝
堂
で
あ
っ
た
。
同
堂
の

入
口
の
上
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
碑
板
に
は
一
四
九
一
年
と
い
う
年
代

が
記
さ
れ
て
い
る
し
、
一
四
九
三
年
四
月
十
四
日
付
け
の
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
会
士
へ
の
山
上
の
施
設
の
委
託
文
書
で
も
、
同
堂
は
、
憐
接
す

る
最
初
の
隠
修
所
と
と
も
に
、
す
で
に
建
設
さ
れ
た
も
の
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
t
2
)
。
こ
の
礼
拝
棠
は
、
聖
地
の
キ
リ
ス
ト
の
墓
の
小

礼
拝
堂
の
室
内
空
間
を
模
倣
し
た
、
ふ
た
つ
の
小
室
か
ら
成
っ
て
い

る
。
前
室
に
は
、
入
っ
て
左
側
の
翁
の
な
か
に
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア

の
木
彫
像
が
配
さ
れ
、
小
さ
な
出
入
口
の
上
に
は
、
「
S
i
m
i
l
e
e
 il 

S
a
n
t
o
 S
e
p
u
l
c
r
o
 d
e
 Y
 es
u
 X
n
s
t
o
 [
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
聖
墓

に
類
似
ご
と
書
か
れ
た
銘
板
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
か
つ
て

ひ
と
つ
の
石
が
あ
り
、
「
媒
に
さ
れ
た
者
は
こ
こ
に
は
い
な
い
」
と
告

げ
る
一
体
の
木
彫
の
天
使
像
が
そ
の
上
に
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

現
在
は
、
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
像
し
か
見
ら
れ
な
い
。
奥
の
墓
室
に

は
、
ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ
オ
の
《
柚
臥
の
キ
リ
ス
ト
》
の
木
彫
像
（
図
22)

が
石
棺
上
に
横
た
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
石
棺
は
、
元
来
は
す
べ
て

石
製
で
、
床
に
じ
か
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
両
側
面
に
は
、

受
難
の
シ
ン
ボ
ル
を
手
に
し
た
二
体
の
木
彫
の
天
使
像
が
配
さ
れ
、

上
方
に
は
ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ
オ
に
帰
さ
れ
る
《
復
活
の
キ
リ
ス
ト
》
の

湘
彩
画
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
現
存
し
て
い
な
い
。

R
「
キ
リ
ス
ト
の
墓
付
近
」
ー
⑬
〈
聖
母
に
出
現
す
る
キ
リ
ス
ト
〉
、

閻
〈
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
に
出
硯
す
る
キ
リ
ス
ト
〉
の
礼
拝
樅

〈
キ
リ
ス
ト
の
墓
〉
に
続
く
閲
〈
聖
母
に
出
現
す
る
キ
リ
ス
ト
〉
と

閻
〈
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
に
出
現
す
る
キ
リ
ス
ト
〉
の
礼
拝
堂
に
つ

い
て
は
、
一
五
一
四
年
の
案
内
書
の
記
迩
か
ら
は
、
両
堂
が
〈
キ
リ

ス
ト
の
墓
〉
を
出
て
進
ん
だ
所
に
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
互
い
に
近

く
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
し
か
読
み
取
れ
な
い
。
し
か
し
、
ア
レ
ッ

シ
の
全
景
図
（
前
号
図

1
7
a
)
に
は
、

LL
で
示
さ
れ
た
〈
キ
リ
ス
ト
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マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
の
神
殿
の
前
を
は
し
る
批
廊
の
端
に

の
墓
〉
の
御
棠
の
前
の
棋
廊
を
少
し
南
に
下
っ
た
所
の
西
側
（
棋
廊

の
裏
）
に
、
間
と
付
さ
れ
た
八
角
形
の
平
面
図
が
見
ら
れ
、
そ
こ
に

は
「
a
p
p
a
r
e
a
 m
a
d
a
l
e
n
a
 
[
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
に
出
現
す
る
]
」

と
註
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
ア
レ
ッ
シ
の
手
稿
本
の
序
文

(car.
7
)
 

で
は
、
同
棠
は
、
翡
内
は
八
角
形
で
も
外
観
は
円
掌
と
さ
れ
て
い
る

が
、
閻
の
御
棠
が
こ
の
八
角
形
の
平
面
図
の
位
置
に
建
っ
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
堂
内
に
は
、
セ
サ
ッ
リ
の
一
五
六
六

年
の
案
内
書
に
よ
れ
ば
、
ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ
オ
の
木
彫
像
が
配
さ
れ
て

い
た
。
一
方
、
近
く
に
あ
る
は
ず
の
⑬
の
御
棠
は
、
ア
レ
ッ
シ
の
全

景
図
に
も
、
ガ
ッ
ロ
ー
ニ
や
ペ
ッ
ロ
ー
ネ
の
復
元
図
（
図

19
、

20)

中
に
も
見
出
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
⑩
の
礼
拝
堂
の
近
く
に
あ
る
凹

型
の
平
面
図
に
注
目
す
る
と
、
「
Q
u
i
si 
f
a
r
a
 
N. S
.
 
a
p
p
a
r
i
r
e
 alli 

d
u
e
 d
i
s
c
e
p
o
l
i
 
in 
E
M
A
V
S
 [
こ
こ
に
は
、
エ
マ
オ
で
の
ふ
た
り
の

弟
子
へ
の
主
の
出
現
が
つ
く
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
ご
と
あ
り
、
現
在
は

〈
エ
マ
オ
で
の
ふ
た
り
の
弟
子
へ
の
出
蜆
〉
で
は
な
い
こ
と
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ア
レ
ッ
シ
は
、
〈
エ
マ
オ
で
の
ふ
た
り
の
弟
子

へ
の
出
現
〉
用
の
設
計
図

(car.
2
7
8
)

の
解
説
中
で
、
「
こ
こ
に
掲

げ
て
い
る
平
而
図
は
、
エ
マ
オ
に
向
か
っ
て
い
た
ふ
た
り
の
弟
子
に

キ
リ
ス
ト
が
出
現
す
る
ミ
ス
テ
ー
ロ
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
私
は
、

1
0
n
、

そ
ー
カ

当
た
る
、
十
字
架
の
礼
拝
堂
と
呼
ぱ
れ
る
、
す
で
に
仕
上
が
っ
て
い

る
御
堂
の
な
か
に
設
置
さ
れ
れ
ば
と
思
う
…
」
と
述
べ
て
お
り
、
凹

型
の
御
堂
が
「
十
字
架
の
礼
拝
堂
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
ガ
ッ
ロ
ー
ニ
と
ペ
ッ
ロ
ー
ネ
の
復
元
図
に
お
い
て
、
凹

型
の
御
堂
が
〈
十
字
架
〉
の
礼
拝
棠

(
C
a
p
p
e
l
l
a
della c
r
o
c
e
)

と

さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
ア
レ
ッ
シ
の
記
述
に
拠
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
一
五
一
四
年
の
案
内
書
に
は
同
名
の
礼
拝
棠
は
存
在
し
て
い
な

い
。
そ
し
て
、
後
に
、
デ
ビ
ア
ッ
ジ
が
閲
の
御
堂
と
同
定
し
(24)

、
ま

た
、
ペ
ッ
ロ
ー
ネ
も
⑬
の
御
掌
と
同
定
し
直
し
て
い
る
よ
う
に
(25)

、

凹
型
の
平
面
図
は
、
ふ
た
つ
の
外
窓
に
そ
れ
ぞ
れ
聖
な
る
円
柱
と
刊

字
架
が
付
い
た
⑬
〈
聖
母
に
出
現
す
る
キ
リ
ス
ト
〉
の
礼
拝
棠
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

0
「
ガ
リ
ラ
ヤ
」
ー
⑳
〈
ガ
リ
ラ
ヤ
で
弟
子
た
ち
に
出
現
す
る
キ
リ
ス

ト
〉
の
円
形
礼
拝
輩

0
「
オ
リ
ー
ヴ
山
」
ー
闘
〈
キ
リ
ス
ト
の
昇
天
〉
、
図
〈
主
祷
文
を
教

え
る
キ
リ
ス
ト
〉
、
闘
〈
ク
レ
ド
（
使
徒
信
条
）
起
草
〉
の
礼
拝
輩

⑳
〈
ガ
リ
ラ
ヤ
で
弟
子
た
ち
に
出
現
す
る
キ
リ
ス
ト
〉
の
礼
拝
棠

の
場
所
は
、
詞
〈
キ
リ
ス
ト
の
昴
天
〉
の
礼
拝
堂
や
そ
の
他
の
オ
リ
ー

ヴ
山
上
の
礼
拝
翡
の
同
定
と
も
関
係
し
て
く
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ

れ
ら
を
一
緒
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
ガ
リ
ラ
ヤ
」
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は
、
オ
リ
ー
ヴ
山
の
北
山
腹
に
建
っ
て
い
る
ガ
リ
ラ
ヤ
の
人
々

(Viri 
Galileai)

と
呼
ば
れ
る
ギ
リ
シ
ア
正
教
会
の
場
所
を
指
し
て

い
る
。
ア
レ
ッ
シ
の
全
景
図
（
前
号
図

1
7
a
)
に
は
、
西
側
の
崖
際

の
中
央
よ
り
や
や
上
方
に
、
「
昇
天
」
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

「L
A
S
E
S
I
O
」
と
書
き
込
ま
れ
た
ラ
フ
な
二
重
円
は
み
ら
れ
る
が
、

〈
ガ
リ
ラ
ヤ
で
弟
子
た
ち
に
出
現
す
る
キ
リ
ス
ト
〉
と
拙
測
さ
れ
る
註

記
は
ど
こ
に
も
見
出
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
彼
の
手
稿
本
の
序
文
や
各

平
面
図
の
解
説
中
に
も
、
ふ
た
つ
の
異
な
る
小
丘
、
並
び
に
そ
れ
ら

の
上
に
建
て
ら
れ
て
い
た
礼
拝
翡
を
同
定
さ
せ
る
手
懸
り
は
な
い
。

一
五
一
四
年
の
案
内
書
に
は
、
間
〈
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
に
出
現
す

る
キ
リ
ス
ト
〉
の
御
翡

(
C
a
p
i
t
u
l
o
X
X
V
)

の
後
に
、
「
次
い
で
、

そ
こ
か
ら
上
っ
て
ガ
リ
ラ
ヤ
に
向
か
う
」

(
C
a
p
i
t
u
l
o
X
X
V
I
)
と
あ

り
、
続
い
て
、
「
こ
の
礼
拝
棠
は
円
棠
」
で
、
「
神
々
し
い
キ
リ
ス
ト

が
、
満
足
げ
に
両
腕
を
広
げ
、
弟
子
の
間
に
出
現
し
て
い
る
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
そ
の
出
入
口
に
は
‘
[
迅
呈
内

側
に
]
自
分
の
過
ち
に
涙
し
、
恥
ず
か
し
さ
の
た
め
に
主
か
ら
身
を

隠
し
て
い
る
ペ
テ
ロ
が
描
か
れ
て
い
る
」
（
以
上

C
a
p
i
t
u
l
o
X
X
V
I
I
)
 

と
あ
る
。
そ
し
て
、
次
の

C
a
p
i
t
u
l
o
X
X
V
日
の
冒
頭
の
、
「
こ
こ

[
ガ
リ
ラ
ヤ
]
を
下
り
て
戻
り
、
再
び
あ
の
祝
福
さ
れ
た
オ
リ
ー
ヴ
山

に
登
り
、
山
上
で
…
…
絵
が
描
か
れ
た
円
棠
に
驚
嘆
す
る
」
へ
と
続

い
て
い
る
。
そ
の
後
の

(22)
〈
主
祷
文
を
教
え
る
キ
リ
ス
ト
〉
の
御

堂
に
つ
い
て
は
、
了
ご
J

[

オ
リ
ー
ヴ
山
の
礼
拝
骨
二
か
ら
再
び
外
に

出
た
後
、
そ
こ
を
少
し
下
る
と
、
ま
た
も
そ
こ
に
は
完
成
し
た
場
所

が
見
出
さ
れ
る
…
」

(
C
a
p
i
t
u
l
o
X
X
X
)

と
あ
る
。
次
い
で
、

C
a
p
i
t
u
l
o
 X
X
X
I
I
に
お
い
て
、
「
進
ん
で
い
く
と
、
聖
な
る
使
徒
信

条
が
起
草
さ
れ
た
別
の
未
完
成
の
場
所
が
あ
る
…
」
と
し
て
闘
〈
ク

レ
ド
起
草
〉
の
礼
拝
翡
へ
移
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
以
上
の
カ
ピ
ー

ト
ゥ
リ
か
ら
は
、
当
時
は
、
詞
〈
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
に
出
現
す
る

キ
リ
ス
ト
〉
の
礼
拝
翡
の
近
く
に
「
ガ
リ
ラ
ヤ
」
山
に
見
立
て
ら
れ

た
小
丘
が
あ
り
、
間
の
御
棠
か
ら
見
て
そ
れ
と
は
別
の
方
角
に
、
「
オ

リ
ー
ヴ
山
」
に
見
立
て
ら
れ
た
小
丘
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
ガ
ッ
ロ
ー
ニ
は
、
そ
の
一
五
一
四
年
の
案
内
書
の
存
在

を
知
ら
ず
に
、
主
に
セ
サ
ッ
リ
の
案
内
書
に
拠
っ
て
、
ま
ず
、
〈
キ
リ

ス
ト
の
昇
天
〉
の
場
所
の
同
定
を
試
み
た
。
セ
サ
ッ
リ
の
案
内
書
は
、

〈
キ
リ
ス
ト
の
昇
天
〉
(
-
五
六
六
年
版
は

car.
1
2
 r
e
c
t
o
、
一
五
七

0
年
版
は

car.
1
2
 v
e
r
s
o
)

を
、
「
皆
が
オ
リ
ー
ヴ
山
と
呼
ぶ
別
の

丘
の
上
に
あ
る
も
う
ひ
と
つ
の
教
会
堂
で
は
、
イ
エ
ス
が
天
の
父
の

も
と
へ
真
っ
直
ぐ
に
昇
天
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
が
聖
な
る
御
足
に

よ
っ
て
我
々
に
残
そ
う
と
し
た
聖
跡
は
そ
こ
に
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。

小
教
会
棠
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
の
現
象
は
、
着
工
さ
れ
た
美
し
い
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神
殿
の
な
か
に
刻
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
だ
け
記
し
て
お
り
、
こ
の

記
述
か
ら
だ
け
で
は
、
〈
キ
リ
ス
ト
の
昇
天
〉
の
小
教
会
堂
は
「
オ
リ

ー
ヴ
山
」
上
に
あ
っ
た
が
、
新
し
い
昇
天
用
の
建
物
は
何
処
に
建
設

さ
れ
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
彼
は
、
ア
レ
ッ
シ
の
全
景

図
（
前
号
図

1
7
a
)
の
00
で
示
さ
れ
た
⑬
〈
聖
母
に
出
現
す
る
キ
リ

ス
ト
〉
の
御
棠
の
北
内
の
ゾ
ー
ン
を
オ
リ
ー
ヴ
山
と
み
な
し
、
両
棠

と
も
そ
の
上
に
あ
り
、
「
L
O
S
P
I
R
I
T
V
 S
A
N
T
O
」
の
註
記
を
忍
え

て
QQで
示
さ
れ
た
円
堂
が
最
初
の
小
教
会
党
、
そ
し
て
、
そ
の
北
側

の
「
L
A
S
E
S
I
O
」
と
書
き
込
ま
れ
た
所
が
建
設
中
の
神
殿
の
場
所
だ

と
考
え
た
一
ど
。
ま
た
、
彼
は
、
〈
ガ
リ
ラ
ヤ
で
弟
子
た
ち
に
出
現
す

る
キ
リ
ス
ト
〉
の
場
所
に
つ
い
て
も
、
昇
天
の
礼
拝
堂
が
あ
っ
た
と

し
た
丘
と
同
し
丘
の
上
に
あ
っ
た
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
小

礼
拝
党
で
、
新
し
い
昇
天
の
礼
拝
翡
用
の
空
間
を
批
大
す
る
た
め
に

取
り
壊
さ
れ
た
か
、
一
五
九
三
年
の
バ
ス
カ
ペ
の
司
教
訪
問
記
録
に

学
げ
ら
れ
て
い
る
〈
泣
く
ペ
テ
ロ
〉
の
礼
拝
翡
の
壁
に
茄
か
れ
た
単

な
る
壁
圃
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
推
測
し
た
。
つ
ま
り
、
彼
は
、
同
じ

小
丘
の
上
に
、
最
初
の
〈
キ
リ
ス
ト
の
昇
天
〉
の
小
教
会
韮
と
〈
泣

く
ペ
テ
ロ
〉
の
礼
拝
党
が
紐
っ
て
お
り
、
〈
ガ
リ
ラ
ヤ
で
弟
子
た
ち
に

出
現
す
る
キ
リ
ス
ト
〉
は
後
者
の
党
円
に
拙
か
れ
て
い
た
か
、
小
礼

打
党
と
し
て
廷
っ
て
い
た
が
取
り
壊
さ
れ
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

多
年
に
わ
た
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
カ
ッ
ロ

ー
ニ
説
の
以
上

の
よ
う
な
矛
盾
に
気
付
い
た
デ
ビ
ア
ソ
ジ
は
、
凶
と
岡
の
礼
拝
韮
の

記
述
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
。

リ
ラ
ヤ
」
の
礼
拝
党
に
関
す
る

し
か
し
、
〈
泣
く
ペ
テ
ロ
〉
の
礼
拝
堂
は
存
在
し
た
こ
と
は
な
い
し
、

「
泣
く
ペ
テ
ロ
」
は
、
逆
に
、
〈
ガ
リ
ラ
ヤ
で
弟
子
た
ち
に
出
現
す
る

キ
リ
ス
ト
〉
の
御
棠
内
の
出
口
付
近
に
描
か
れ
た
壁
圃
に
す
ぎ
な
か

っ
た
（
二
節
参
照
）
。
ま
た
、
か
り
に
ガ
ッ
ロ
ー
ニ
説
を
採
用
す
る
と

し
て
、
そ
れ
ら
を
一
五
一
四
年
の
案
内
書
の
記
述
に
当
て
は
め
る
と
、

塁
〈
主
祷
文
を
教
え
る
キ
リ
ス
ト
〉
と
悶
〈
ク
レ
ド
起
草
〉
の
御
棠
も
、

〈
キ
リ
ス
ト
の
昇
天
〉
の
御
堂
が
あ
っ
た
丘
の
斜
面
に
設
置
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
ひ
と
つ
の
丘
の
上
に
二
堂
、
そ
し
て
、
同

じ
丘
の
斜
面
上
に
二
堂
と
、
合
計
四
堂
が
こ
く
近
く
に
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
山
上
の
最
古
の
景
観
図
詳
（
図

24
、

25)
の
右

端
の
小
丘
上
に
は
、
ひ
と
つ
の
円
樅
し
か
確
認
さ
れ
な
い
。
さ
ら
に
、

ガ
ソ
ロ

ー
ニ
は
、
一
九
一
四
年
の
主
著
に
お
い
て
、
ア
レ
ッ
シ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
す
る
た
め
の
一
五
七
二
年
の
合
意
文
書

(
m
e
m
o
r
i
a
l
e
、
十
一
月
―
一
日
）
を
自
ら
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
言

及
さ
れ
て
い
る
「
…
現
在
「
ガ
リ
ラ
ヤ
で
の
」
と
言
わ
れ
て
い
る
例

の
礼
拝
堂
が
あ
る
場
所
に
は
、
主
の
昇
天
の
ミ
ス
テ
ー
ロ
が
つ
く
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
」
-
)
ご
と
い
う
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-)、
,
1
 

ら 位
置
の
詞
同
定
を
試
み
た
。
彼
が
参
照
し
た
史
料
は
、
一
五
一
四
年

の
案
内
書
以
外
は
、
ガ
ッ
ロ
ー
ニ
が
参
照
し
た
も
の
と
異
な
ら
な
い

が
、
聖
地
の
キ
リ
ス
ト
ゆ
か
り
の
場
所
と
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
そ
れ
ぞ

れ
対
応
す
る
場
所
と
の
対
応
関
係
か
ら
両
堂
の
場
所
の
同
定
を
試
み

た
点
は
、
ガ
ソ
ロ
ー
ニ
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
た
（
図

26
、

27

参
照
）
。
彼
は
、
ま
ず
、

一
五
一
四
年
の
案
内
書
の

C
a
p
1
t
u
l
o
X
X
V
I
 

（
〈
ガ
リ
ラ
ヤ
で
弟
子
に
出
現
す
る
キ
リ
ス
ト
〉
）
か
ら

C
a
p
i
t
u
l
o

旦
I
I
(
〈
ク
レ
ド
の
起
草
〉
）
ま
で
の
記
迩
を
再
検
証
し
、
た
だ
ひ

と
つ
の
丘
だ
け
を
想
定
し
た
ガ
ッ
ロ
ー
ニ
に
対
し
、
ふ
た
つ
の
丘
が

あ
っ
た
は
ず
だ
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
ひ
と
つ
を
ガ
ッ
ロ
ー
ニ
が
想

定
し
た
の
と
同
じ
場
所
に
、
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
を
現
在
タ
ボ
ー
ル

山
に
見
立
て
ら
れ
て
第

17
翡
（
〈
キ
リ
ス
ト
の
変
容
〉
）
（
図

28)
が
置

か
れ
て
い
る
場
所
に
同
定
し
た
。
後
者
は
、
中
央
ゾ
ー
ン
の
な
か
で

も
最
も
高
い
場
所
で
あ
り
、
当
時
す
で
に
山
上
で
利
用
さ
れ
て
い
た

丘
（
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
山
、
シ
オ
ン
山
）
以
外
で
高
い
所
と
言
え
ば
、

こ
れ
ら
ニ
ヶ
所
以
外
に
は
な
か
っ
た
-
2
}
。
そ
し
て
、
ガ
ッ
ロ
ー
ニ
が

オ
リ
ー
ヴ
山
と
し
た
西
の
崖
側
の
丘
を
、
聖
地
の
同
名
の
場
所
と
の

関
係
か
ら
ガ
リ
ラ
ヤ
山
と
同
定
し
直
し
、
他
方
を
オ
リ
ー
ヴ
山
と
し

て
、
そ
こ
に
最
初
の
昇
天
の
御
翡
（
図

27)
が
あ
っ
た
と
し
た
。
さ

一
五
一
四
年
の
案
内
書
の
記
述
と
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
対
応
す

る
場
所
と
に
従
っ
て
、
認
と
悶
の
礼
拝
盤
を
後
者
の
丘
の
斜
面
上
に

同
定
し
た
。
つ
ま
り
、
ア
レ
ッ
シ
の
全
景
図
（
前
号
図

1
7
a
、

b
)

で
言
え
ば
、
中
央
に

Q
で
示
さ
れ
た
円
形
の
平
面
図
が
あ
る
所
が
オ

リ
ー
ヴ
山
で
、
そ
の
南
側
の
斜
面
に
幅
広
の
消
え
か
か
っ
た
凹
型
で

示
さ
れ
て
い
る
の
が
〗
の
御
党
、
さ
ら
に
、
そ
の
南
側
の
〈
エ
ル
サ

レ
ム
入
城
〉
の
礼
拝
堂
に
予
定
さ
れ
て
い
る
辺
り
が
闘
の
御
棠
の
場

所
で
あ
っ
た
と
し
た
。
ま
た
、
「
ガ
リ
ラ
ヤ
山
」
上
に
あ
っ
た
⑳
〈
ガ

リ
ラ
ヤ
で
弟
子
た
ち
に
出
現
す
る
キ
リ
ス
ト
〉
の
御
棠
に
つ
い
て
は
、

五

七

二

年

の

合

意

文

書

の

記

述

に

基

づ

い

て

、

「L
A
S
E
S
I
O
」
と
書
き
込
ま
れ
た
二
重
円
の
場
所
に
あ

っ
た
と
し
た
。

デ
ビ
ア
ソ
ジ
の
説
は
、
「
ガ
リ
ラ
ヤ
山
」
上
の
礼
拝
党
の
同
定
に

つ
い
て
は
、
一
五
七
二
年
の
文
書
の
記
述
か
ら
判
断
し
て
ほ
ほ
間
違

い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
「
オ
リ
ー
ヴ
山
」
の
方
に
は
、
聖
地
に
お
け

る
同
名
の
場
所
と
の
一
致
以
外
に
根
拠
は
な
い
。
し
か
し
、
一
五
七

二
年
の
文
書
で
は
、
「
タ
ボ
ー
ル
山
」
は
、
「
口
□

口
の
礼
拝
堂
と
タ

ボ
ー
ル
山
の
礼
拝
錮
を
仕
上
げ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
タ
ボ
ー
ル
山

の
礼
拝
堂
で
は
、
棠
内
の
突
出
し
た
付
け
柱
を
取
り
去
り
、
既
述
の

礼
拝
堂
を
批
大
し
て
、
タ
ボ
ー
ル
山
を
も
っ
と
ゆ
っ
た
り
さ
せ
る
べ

き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
必
要
と
な
る
多
大
な
出
費
を
避
け
る
た
め
で

も
あ
る
…
」
(
2
}

と
記
さ
れ
て
い
る
。
稿
者
の
解
釈
に
誤
り
が
な
け
れ

前

述

の
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あ
る
。

ば
、
こ
の
記
述
は
、
ガ
ッ
ロ
ー
ニ
が
判
読
で
き
な
か
っ
た
既
存
の
口

□

口
の
礼
拝
棠
を
、
経
費
節
減
の
た
め
も
あ
っ
て
拡
大
し
て
再
利
用

し
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
タ
ボ
ー
ル
山
の
礼
拝
棠
に
す
る
こ
と
に
合
意

し
た
も
の
で
あ
り
、
タ
ボ
ー
ル
山
に
は
、
何
か
は
わ
か
ら
な
い
も
の

の
、
先
行
の
礼
拝
堂
が
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、

拡
大
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
は
、
そ
れ
が
や
や
狭
小

な
礼
拝
堂
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
場
所
が
、
そ
の
他

で
言
及
さ
れ
て
い
る
シ
オ
ン
山
で
も
、
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
山
、
ガ
リ
ラ

ヤ
山
で
も
な
い
と
す
る
と
、
残
り
は
オ
リ
ー
ヴ
山
以
外
に
は
な
く
、
そ

の
不
詳
の
礼
拝
翡
も
、
セ
サ
ッ
リ
が
「
小
礼
拝
棠

(
p
i
c
c
o
l
a
c
h
i
e
s
a
)
」

と
記
し
た
〈
キ
リ
ス
ト
の
昇
天
〉
の
最
初
の
御
堂
以
外
に
は
考
え
ら

れ
な
い
。
そ
れ
は
、
最
古
の
景
観
図
群
（
図

24
、

25)
で
は
、
現
在

の
タ
ボ
ー
ル
山
付
近
に
見
ら
れ
る
円
堂
に
該
当
し
よ
う
。
そ
し
て
、

堂
内
に
は
、
一
五
一
四
年
の
案
内
書
の
記
述
通
り
、
昇
天
す
る
キ
リ

ス
ト
と
そ
れ
を
見
上
げ
る
使
徒
や
聖
母
が
表
現
さ
れ
て
い
た
は
ず
で

デ
ビ
ア
ッ
ジ
説
の
妥
当
性
は
、
彼
の
同
定
に
従
っ
て
一
五
一
四
年

の
案
内
書
の
国
棠
か
ら
悶
翡
ま
で
の
記
述
を
順
に
辿
り
直
す
と
、
矛

盾
な
し
に
辿
れ
る
こ
と
か
ら
首
肯
さ
れ
る
。
し
か
し
、
セ
サ
ノ
リ
の

案
内
書
の
記
述
と
は
、
麟
と
闘
の
御
堂
が
合
致
し
な
い
。
そ
れ
は
、

セ
サ
ッ
リ
の
記
述
で
は
、
後
二
堂
が
す
で
に
オ
リ
ー
ヴ
山
の
斜
面
上

に
は
な
く
、
ふ
た
つ
の
別
の
丘
、
し
か
も
悶
の
御
堂
の
方
が
図
の
そ

れ
よ
り
も
高
い
所
に
移
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
麟
、
悶
の
御
堂

は
、
お
そ
ら
く
、
一
五
一
四
年
か
ら

五
六
六
年
ま
で
の
間
の
い
ず

れ
か
の
時
期
に
場
所
を
変
え
ら
れ
た
の
に
違
い
な
い
。
十
七
世
紀
初

め
頃
の
作
品
と
さ
れ
る
エ
ン
リ
コ
・
フ
ァ
ン
・
ス
コ
レ
ル
の
エ
ッ
チ

（
ミ
ラ
ノ
、
ベ
ル
タ
レ
ッ
リ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
よ
る
全
景

図
に
は
、
現
在
の
タ
ボ
ー
ル
山
（
か
つ
て
の
オ
リ
ー
ヴ
山
）
の
南
側

斜
面
か
ら
袢
殿
の
広
場
の
一
部
に
か
け
て
、
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な

い
起
伏
に
富
ん
だ
ゾ
ー
ン
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
の
ど
こ
か
に
配
さ
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
よ
う
な
デ
ビ
ア
ッ
ジ
の
同

定
は
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
研
究
者
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
は

い
な
い
が
(30)

、
稿
者
は
、
因
か
ら
闘
ま
で
の
礼
拝
堂
を
、
そ
の
妥
当

性
ゆ
え
に
彼
の
説
の
通
り
に
同
定
し
た
い
。

①
「
ガ
リ
ラ
ヤ
山
と
オ
リ
ー
ヴ
山
の
間
の
谷
」

I
塁
〈
天
使
に
よ
る
聖

一
五
一
四
年
の
案
内
書
の

C
a
p
i
t
u
l
o

X
X
X
V
で、

と
オ
リ
ー
ヴ
山
と
の
間
の
谷
」
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
場
所
は
ど
こ

に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ア
レ
ッ
シ
の
全
景
図
（
前
号
図

1
7
a
)
に
は
そ
れ
と
同
定
で
き
る
礼
拝
堂
は
見
出
さ
れ
な
い
。
し
か

母
へ
の
死
の
お
告
げ
〉
の
礼
拝
翡

ン
グ

リ
ラ
ヤ
山
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し
、
彼
の
同
じ
手
稿
本
の
序
文

(car.
6
.
 
v)

に
は
、
「
…
こ
こ
[
工

マ
オ
で
の
弟
子
へ
の
出
現
]
か
ら
少
し
離
れ
た
所
に
方
形
の
礼
拝
翡

が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
、
現
在
、

聖
母
に
死
の
お
告
げ
を
し
て
い

る
天
使
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
礼
拝
棠
を
修
復
し
、
こ
こ
に
は
不
適
切

な
そ
の
ミ
ス
テ
ー
ロ
を
取
り
去
っ
て
、
で
き
れ
ば
そ
こ
に
主
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
が
弟
子
た
ち
に
出
現
す
る
ミ
ス
テ
ー
ロ
を
再
設
置
し

た
い
…
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
〈
エ
マ
オ
で
弟
子
に
出

現
す
る
キ
リ
ス
ト
〉
の
礼
拝
棠
の
設
計
図
の
説
明

(car.
2
8
8
)

に

も
、
「
こ
こ
に
掲
げ
る
平
面
図
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
弟
子
た
ち

に
出
現
し
た
神
殿
用
で
あ
り
、
で
き
れ
ば
そ
れ
を
、
現
在
は
天
使
に

よ
る
聖
母
マ
リ
ア
ヘ
の
死
の
お
告
げ
が
描
か
れ
て
い
る
礼
拝
棠
に
建

て
た
い
…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

5
の
礼
拝
翡
は
、
彼
の
全
景
図
で

は
PP
で
示
さ
れ
、
「
Q
u
i
v
i
a
p
a
r
e
 N
.S. 
alli 
A
p
o
s
t
o
l
i
 
[
こ
こ
で
主
が

弟
子
に
出
現
ご
と
書
き
込
ま
れ
た
、
方
形
に
小
さ
な
ア
プ
シ
ス
が
つ

い
た
平
面
図
で
示
さ
れ
た
所
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
位
置
は
、
現
在
の
「
ピ
ラ
ト
の
館
」
の
第
27
堂
辺
り
に
同
定
さ
れ

る
。
ち
な
み
に
、
ガ
ッ
ロ
ー
ニ
は
、
図
19
の
よ
う
に
、
同
礼
拝
堂
を
工

ル
サ
レ
ム
で
慟
哭
の
聖
母
の
礼
拝
棠
と
呼
ば
れ
て
い
る
〈
聖
母
へ
の

キ
リ
ス
ト
捕
縛
の
お
告
げ
〉
の
礼
拝
堂
（
図
で
は
C
•
D
.
 
S
P
A
S
I
M
O
)
 

と
同
定
し
、
セ
サ

ッ
リ
が
一
五
六
六
年
の
案
内
書
中

(car.13
recto) 

で
そ
れ
を
〈
天
使
に
よ
る
聖
母
へ
の
死
の
お
告
げ
〉
の
御
菌
と
し
て

い
る
の
は
彼
の
誤
解
だ
と
し
た
が
-
3
)
、
そ
れ
は
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
に
苦

し
み
の
道
が
あ
っ
た
と
し
て
、
当
該
の
礼
拝
堂
を
そ
の
道
の

一
構
成

要
素
と
考
え
た
ガ
ッ
ロ
ー
ニ
の
誤
解
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ガ
ッ
ロ
ー

こ
の
平
面
図
を
〈
慟
哭
の
聖
母

(
L
o
S
p
a
s
1
m
o
 di 
M
a
n
a
)
〉
の
御

堂
の
も
の
と
し
て
い
る
（
九
二
年
に
は
、
彼
女
は
見
解
を
変
え
、
ア

レ
ッ
シ
の
記
述
を
考
慮
し
て
確
定
を
保
留
）

t
3
。
し
か
し
、
エ
ル
サ

レ
ム
の
同
名
の
場
所
か
ら
判
断
し
て
、

PP
の
場
所
は
、
ア
レ
ッ
シ
が

記
し
た
通
り
、
〈
天
使
に
よ
る
聖
母
へ
の
死
の
お
告
げ
〉
の
そ
れ
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

①
「
ヨ
シ
ャ
フ
ア
ト
の
谷

(11
キ
ド
ロ
ン
の
谷
）
」
ー
詞
〈
聖
母
の
墓
〉
、

詞
〈

ヨ
ア
キ
ム
の
墓
〉
、
闘

〈
ア
ン
ナ
の
墓
〉

の
礼
拝
堂

⑰
〈
聖
母
の
墓
〉
の
御
堂
は
、
既
述
の
よ
う
に
現
存
し
て
い
る

（
剥
さ
れ
た
壁
画
は
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
絵
画
館
が
収
蔵
）
。
現
在
の
第

46

拡
（
図

29)
が
そ
れ
で
あ
り
、
ア
レ
ッ
シ
の
全
景
図
（
前
号
図

1
7
a
)

で
は
、
右
上
端
（
南
西
の
角
）
に

SS
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
、
一
五
一
四
年
の
案
内
書
で
〈
聖
母
の
墓
〉
に
後
続
し
て
い
る
閲
、

闘
の
御
堂
は
そ
こ
に
は
見
出
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
手
稿
本
の

car. 3
1
0
の
平
面
図
の
解
説
に
は
、
「
掲
げ
て
い
る
こ
の
方
形
の
平
面

二
説
を
跨
襲
し
た
と
思
わ
れ
る
ペ
ッ
ロ
ー
ネ
の
復
元
図
（
図

20)
も、
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そ
れ
ら
は
、
現
在
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
兼
場
前
の
小
広
場
辺
り
に
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。

方
が
〈
ヨ
ア
キ
ム
の
墓
〉
の
御
党
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
な
お

業
を
目
に
す
る
で
あ
ろ
う
・
:
」
と
記
さ
れ
て
い
る
以
上
、
凹
型
の

「
…
[
君
は
]
互
い
に
向
き
合
っ
た
ヨ
ア
キ
ム
と
ア
ン
ナ
の
ふ
た
つ
の

い
。
し
か
し
、

し
か
し
、

な
ら
な
い
…
」
と
あ
り
、
彼
の
時
代
に
は
〈
ア
ン
ナ
の
墓
〉
の
御
堂

が
存
在
し
て
い
て
、
し
か
も
、
〈
最
後
の
審
判
〉
の
ミ
ス
テ
ー
ロ
ヘ
の

変
更
を
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
て
改
め
て
全
景

図
を
見
直
す
と
、

SS
の
〈
準
母
の
墓
〉
の
場
所
の
北
東
に
、

RR
で
示

さ
れ
た
ふ
た
つ
の
横
長
の
凹
型
と
、
「
Q
u
i
si 

fara il 
G
i
u
d
i
t
i
o
 
[こ

こ
に
最
後
の
審
判
は
つ
く
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
ご
の
註
記
が
見
出
さ
れ

る
の
で
、
こ
こ
が
悶
の
御
輩
の
設
置
場
所
で
あ
っ
た
と
同
定
さ
れ
る
。

ア
レ
ッ
シ
に
も
、
セ
サ
ッ
リ
の
一
五
六
六
年
の
案
内
書
の

c
a
r
.
1
3
 
r
e
c
t
o
に
も
、
冨
〈
ヨ
ア
キ
ム
の
墓
〉
の
御
党
に
つ
い
て
の
記

述
は
な
い
。
従
っ
て
、
十
六
祉
紀
の
六

0
年
代
に
は
、
闊
の
御
骨
土
は

す
で
に
そ
れ
を
同
定
さ
せ
る
装
飾
や
建
物
を
失
っ
て
い
た
に
違
い
な

[
最
後
巳
審
判
の
神
殿
に
用
い
ら
れ
る
予
定
で
あ
り
、

神
殿
は
、
蜆
在
は
聖
ア
ン
ナ
の
墓
が
見
ら
れ
る
所
に
建
て
ら
れ
ね
ば

図
は

一
五
一
四
年
の
案
内
書
の

C
a
p
1
t
u
l
o
X
L
I
I
I
で、

こ
の

＠
「
救
済
の
泉

(11
復
活
の
キ
リ
ス
ト
の
泉
）
」

こ
の
泉
は
、
袢
殿
の
広
場
の
当
時
と
同
じ
場
所
に
現
存
し
て
い
る

が
、
水
盤
上
の
復
活
の
キ
リ
ス
ト
像
は
コ
ピ
ー
で
あ
る

ル
は
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
の
博
物
館
が
収
蔵
）
。

一
部
を
除
い
て
場
所
を
確
定
で
き

の
ミ
ス
テ
ー
リ
装
飾
は
、

二
節
で
キ
リ
ス
ト
ゆ
か

り
の
町
や
場
所
ご
と
に
そ
れ
ら
を
整
理
し
直
し
て
か
ら
考
察
し
た
こ

と
が
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
町
や
場
所
ご
と
に

ま
と
ま
っ
て
配
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
礼
拝
党
は
、
聖
地
の
キ
リ

ス
ト
ゆ
か
り
の
町
や
場
所
の
位
僅
関
係
や
、
そ
れ
ら
の
主
要
な
特
徴

を
初
彿
と
さ
せ
る
よ
う
に
配
さ
れ
た
り
、
建
設
さ
れ
た
り
し
て
い
た

と
言
え
る
。

そ
れ
で
は
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
初
期
の
施
設
の
聖
地
模
倣
と
は
ど
の

よ
う
な
、
な
い
し
は
ど
の
柱
度
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以

F
で
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
礼
拝
棠
群
の
配
列
や
建
築
的
特
徴
と
、
聖
地

の
対
応
す
る
町
や
場
所
の
位
置
や
特
徴
と
の
関
係
を
具
体
的
に
見
て

三
節
の
同
定
作
業
に
よ
っ
て

四

「
キ
リ
ス
ト
ゆ
か
り
の
場
所
」

一
五
一
四
年
の
案
内
書
の
礼
拝
堂
群
と
エ
ル
サ
レ
ム
の

オ
リ
ジ
ナ
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場
所
の
建
築
的
構
造
（
前
号
図
11)
を
模
造
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら

の
階
段
を
の
ぽ
っ
た
所
に
あ
る
出
口
の
左
手
の
、
割
礼
を
記
念
し
た

⑤
「
ベ
ッ
レ
ヘ

レ
ム
の
南
に
位
置
し
て
い
る
が
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
で
は
エ
ル
サ
レ
ム
の

東
に
あ
る
の
で
、
方
角
的
に
は
一
致
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
一
五

一
四
年
以
降
修
正
が
加
え
ら
れ
た
と
は
い
え
、
現
存
し
て
い
る
か
つ

て
の
い
〈
キ
リ
ス
ト
の
降
誕
〉
（
前
号
図

8
)
と
□

〈
キ
リ
ス
ト
の
神

殿
奉
献

(11
割
礼
）
〉
（
前
号
図

10)
の
礼
拝
堂
が
、
ベ
ッ
レ
ヘ
ム
の

降
誕
教
会
の
グ
ロ
ッ
タ
（
前
号
図
9
、
12)
と
、
グ
ロ
ッ
タ
の
右
側

ー
ベ
ッ
レ
ヘ
ム
は
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
で
は
エ
ル
サ

、。
な
し

＼ヽ
 

こ
こ
皇

t
し、
J

5
一
は
、
こ
の
聖
洞
穴
の
特
徴
を
模
造
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
で
も
、
「
ナ
ザ

置
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
節
で
同
定
し
た
、
斜
面
を
穿
っ
て
造
っ
た

よ
う
な
、
暗
く
て
狭
い
最
初
の
〈
受
胎
告
知
〉
の
礼
拝
貨
（
前
号
図

は
「
エ
ル
サ
レ
ム
」
の
北
に
位

金
に
破
壊
さ
れ
た
後
も
、

み
よ
う
（
考
察
顧
序
は
三
節
に
準
じ
る
）
。

①
「
ナ
ザ
レ
」
ー
聖
地
で
は
、
ナ
ザ
レ
は
エ
ル
サ
レ
ム
の
北

し
、
そ
こ
で
は
、
ラ
テ
ン
告
知
教
会
掌
の
「
受
胎
告
知
の
グ
ロ
ッ
タ

（
聖
洞
穴
）
」
が
巡
孔
者
の
主
要
な
崇
敬
対
象
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
グ
ロ
ッ
タ
は
、
一
―
一
六

0
年
に
同
教
会
が
匝
教
徒
に
よ
っ
て
完

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
巡
礼
対
象
で
あ
り
続
け

壇
が
あ
り
（
前
号
屈
12
、
A
)
、

誕
の
場
所
が
星
塑
で
示
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
で
も
、
当
初
は
、

下
の
大
理
石
に
は
今
も
星
型
で
示
さ
れ
た
降
誕
の
場
所
を
確
認
で
き

る
。
ま
た
、
ベ
ッ
レ
ヘ
ム
で
は
、
聖
洞
穴
の
両
側
に
一
階
に
上
が
る

階
段
が
あ
り
、
そ
の
右
（
南
）
側
の
陪
段
の
西
に
あ
る
空
間
に
、
プ

レ
ゼ
ピ
オ

(
B
)
や
マ
ギ
の
祭
壇

(C)
、
円
柱
や
螺
旋
柱
（
前
号
図

9
、
12)
が
あ
る
が
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
で
も
そ
う
し
た
建
築
構
造
と
建

築
意
匠
（
前
号
図

6
)
は
そ
っ
く
り
模
造
さ
れ
、
祭
壇
の
両
側
に
階

段
が
つ
き
、
右
（
南
）
側
の
階
段
の
西
に
あ
る
空
間
に
、
一
五
一
四

年
当
時
は
、
「
降
誕
」
と
部
屋
に
入
っ
て
こ
よ
う
と
す
る
「
マ
ギ
の
礼

拝
」
を
結
合
し
た
場
面
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
ベ
ッ
レ
ヘ

ム
で
は
、
右
字
印
）
側
の
階
段
を
上
っ
た
上
棠
へ
の
出
口
に
半
円
形

の
階
段
が
造
ら
れ
、
そ
の
左
手
側
に
キ
リ
ス
ト
の
割
礼
の
祭
壇
が
置

か
れ
て
い
る
が
（
前
号
図
11)
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
で
も
そ
う
し
た
構
造
は

模
造
さ
れ
て
お
り
、
グ
ロ
ノ
タ
の
右
（
南
）
側
の
階
段
を
の
ぼ
っ
た

上
階
へ
の
出
口
に
半
円
階
段
（
前
号
図

10)
が
造
ら
れ
、
そ
の
左
手

側
に
（
〈
キ
リ
ス
ト
の
神
殿
奉
献

(11
割
礼
）
〉
（
現
在
の
第
8
堂
）
の

礼
拝
堂
が
置
か
れ
て
い
る
。

現
在
の
第
6
堂
に
は
祭
壇
だ
け
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て

の
大
理
石
に
キ
リ
ス
ト
の
降

か
で
あ
る
｛
う
こ
。
ベ
ッ
レ
ヘ
ム
で
は
、
降
誕
の
グ
ロ
ソ
タ
の
中
央
に
祭
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①
「
シ
オ
ン
山
」
ー
シ
オ
ン
山
は
、
聖
地
で
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
シ
オ

ン
門
の
南
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
号
の
図
16
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
カ
イ
ア
フ
ァ
の
館
の
南
西
に
、
永
眼
の
マ
リ
ア
像
を
地
下

聖
堂
に
配
し
た
ド
ル
ミ
シ
オ
ン
と
呼
ば
れ
る
マ
リ
ア
永
眼
教
会
堂
が

あ
り
、
そ
の
南
側
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
旧
修
道
院
に
隣
接
し
た
建
物

の
上
階
に
コ
エ
ナ
ク
ル
ム
（
最
後
の
晩
餐
の
部
屋
）
、
そ
し
て
そ
の
東

隣
に
聖
霊
降
臨
の
部
屋
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
コ
エ
ナ
ク
ル
ム
の
下

階
は
、
キ
リ
ス
ト
が
弟
子
の
足
を
洗
っ
た
所
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

（
前
号
図

15)
。
ヴ
ァ
ラ
ソ
ロ
で
は
、
「
シ
オ
ン
山
」
の
総
休
は
、
エ
ル

サ
レ
ム
（
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
）
の
東
に
設
置
さ
れ
て
い
た
（
前
号
図

17

b
)。
そ
し
て
、
ド
ル
ミ
シ
オ

ン
に
相
当
す
る
堂
内
が
円
形
の
⑳
〈
聖

母
が
晩
年
を
過
ご
し
死
を
迎
え
た
礼
拝
堂
〉

(11
旧
教
会
堂
の
最
初
の

核
）
が
置
か
れ
、
翡
内
に
は
、
ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ
オ
に
帰
さ
れ
る
マ
リ

ア
永
眼
像
（
図
18)
（
現
在
は
新
教
会
棠
の
ス
ク
ロ
ー
ロ
と
呼
ば
れ
る

ク
リ
プ
タ
に
あ
る
）
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
弟
子
た
ち
の
木
彫
像
が
配

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
詞
の
礼
拝
堂
の
東
に
は
、
国
〈
最
後
の
晩
餐
〉

の
礼
拝
堂
を
配
し
、
同
じ
堂
内
の
祭
壇
に
〈
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
弟
子

の
洗
足
〉
の
ミ
ス
テ
ー
ロ
を
表
現
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
東
隣

に
は
、
闘
△
〈
塑
霊
降
臨
〉
の
礼
拝
翡
も
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
、
「
シ
オ
ン
山
」
に
お
い
て
も
、
方
角
は
別
に
し
て
、
礼

拝
棠
の
配
列
は
、
聖
地
に
お
け
る
シ
オ
ン
山
の
主
要
な
聖
所
や
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
群
の
位
置
関
係
、
並
び
に
建
築
的
特
徴
を
再
現
す
る
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

@
Q①
R
①

「
ゲ
ッ
セ
マ
ニ
」
、
「
ガ
リ
ラ
ヤ
」
、
「
オ
リ
ー
ヴ
山
」
、

「
ガ
リ
ラ
ヤ
と
オ
リ
ー
ヴ
山
の
間
の
谷
」
、
「
ヨ
シ
ャ
フ
ァ
ト
の
谷
」

I

聖
地
の
ゲ
ッ
セ
マ
ニ
や
ガ
リ
ラ
ヤ
山
、
オ
リ
ー
ヴ
山
、
ヨ
シ
ャ
フ
ァ

ト
の
谷
と
、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
礼
拝
棠
群
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
三
節
に
お
い
て
す
で
に
確
認
し
た
の
で
、
こ
こ
で

は
、
そ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
ゆ
か
り
の
土
地
ど
う
し
の
位
置
関
係
に
つ

い
て
の
み
言
及
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
ら
の
場
所
は
、
聖
地
で
は
、
エ

ル
サ
レ
ム
の
東
側
の
城
壁
外
に
展
開
し
て
い
る
が
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
で

は
「
エ
ル
サ
レ
ム
」
の
西
側
と
北
側
を
囲
む
よ
う
に
配
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
北
西
の
方
角
を
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
東
の
方

角
と
仮
定
す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
や
聖
母
マ
リ
ア
に
ゆ
か
り
が
あ
る
場

所
ど
う
し
の
位
置
関
係
は
、
聖
地
の
そ
れ
を
反
映
さ
せ
て
い
た
と
言

え
る
。
さ
ら
に
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
か
つ
て
の
「
ヨ
シ
ャ
フ
ァ
ト
の
谷
」

に
孤
立
し
て
現
存
し
て
い
る
仰
〈
聖
母
の
墓
〉
の
礼
拝
翡
（
図
29)
も、

聖
地
の
対
応
す
る
墓
と
酷
似
し
て
い
る
。
聖
地
の
聖
母
の
墓
は
、
十

四
世
紀
後
半
以
降
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
会
が
所
有
し
て
い
た
が
、
十
七
世

紀
に
彼
ら
か
ら
奪
取
さ
れ
て
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
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教
徒
に
は
接
近
を
許
さ
れ
て
い
な
い
聖
所
で
あ
る
(2])
。
こ
の
墓
は
ユ

ダ
ヤ
式
に
倣
っ
て
狭
く
、
正
面
右
側
に
小
さ
な
入
口
が
あ
り
、
棠
内

に
は
亡
骸
を
横
た
え
る
石
の
台
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
口

の
そ
れ
も
、
手
本
と
同
様
に
非
常
に
小
さ
く
、
正
面
右
側
に
小
さ
な

入
口
が
開
け
ら
れ
、
羞
内
に
は
亡
骸
を
横
た
え
る
石
製
の
台
が
置
か

れ
て
い
る
。

R
「
エ
ル
サ
レ
ム
（
苦
し
み
の
道
？
）
」
ー
ミ
ス
テ
ー
リ
の
内
容
上
、

当
然
エ
ル
サ
レ
ム
旧
市
街
か
、
旧
市
街
の
苦
し
み
の
道
上
で
生
じ
た

事
件
と
考
え
て
「
エ
ル
サ
レ
ム
」
内
に
ま
と
め
た
、
△
⑩
〈
ア
ン
ナ

ス
の
法
廷
で
の
キ
リ
ス
ト
〉
や
△
⑪
〈
ピ
ラ
ト
の
法
廷
で
の
キ
リ
ス

ト
〉
、
⑫
〈
十
字
架
の
下
に
倒
れ
る
キ
リ
ス
ト
〉
、
□

〈
聖
母
の
休
息
〉

の
礼
拝
棠
は
、
聖
地
で
は
ど
こ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
ア
ン
ナ
ス
の
館
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
で
は
都
の
南
西
（
ア
ル
メ

ニ
ア
人
地
区
）
の
、
シ
オ
ン
門
の
す
ぐ
近
く
に
見
出
さ
れ
る
。
し
か

し
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
で
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
礼
拝
堂
は
、
先
述
の
よ

う
に
具
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ピ
ラ
ト
の
館
は
、
カ

イ
ー
ミ
の
時
代
に
は
、
す
で
に
そ
れ
を
エ
ル
サ
レ
ム
市
街
の
北
東
の

地
区
に
あ
っ
た
ア
ン
ト
ニ
ア
要
塞
跡
に
同
定
す
る
こ
と
が
定
着
し
て

▲
ド
］

rJ
ー

い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
現
在
の
苦
し
み
の
道
の
第
一
留
あ
た
り

に
確
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
カ
イ
ー
ミ
が
も
し
こ
の
館
を
当
初
か
ら

ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
に
設
置
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
中
央
ゾ
ー
ン
の

と
、
「
ゲ
ッ
セ
マ
ニ
」
や
「
ヨ
シ
ャ
フ
ア
ト

の
谷
」
と
の
間
の
ど
こ
か
に
見
出
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

実
際
に
は
、
三
節
で
見
た
よ
う
に
、
⑪
の
礼
拝
堂
は
、
「
エ
ル
サ
レ

ム
」
の
ゾ
ー
ン
か
ら
か
な
り
離
れ
た
北
側
の
当
時
の
門
（
現
在
の
補

助
門
）
の
近
く
に
建
設
さ
れ
て
い
た
。
次
い
で
、
十
字
架
の
下
に
倒

れ
た
場
所
は
、
当
然
苦
し
み
の
道
上
の
ど
こ
か
に
同
定
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
十
五
、
十
六
世
紀
に
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
で
は
、
現

ス
ク
チ
オ

在
の
苦
し
み
の
道
の
十
四
の
留
（
こ
れ
ら
の
う
ち
三
留
が
転
倒
に
充

は
ま
だ
確
定
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

て
ら
れ
て
い
る
）

十
五
世
紀
に
エ
ル
サ
レ
ム
に
巡
礼
し
た
マ
リ
ア
ー
ノ
・
ダ
・
シ
エ
ナ

（
一
四
三
一
年
に
巡
礼
）
や
ギ
ョ
ー
ム
・
ウ
ェ
イ
(
-
四
五
八
、
一
四

六
二
年
に
巡
礼
）
ら
の
巡
礼
記
に
は
、
キ
レ
ネ
の
シ
モ
ン
が
十
字
架

を
負
う
よ
う
命
じ
ら
れ
る
前
に
、
イ
エ
ス
が
十
字
架
の
下
に
倒
れ
た

所
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
(
3
)

、
そ
こ
が
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
⑬
の
礼
拝

骨
手
と
対
応
し
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
場

所
は
、
シ
モ
ン
が
十
字
架
を
負
う
所
（
現
在
の
第
五
留
）
よ
り
飢
と

言
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
現
在
の
慟
哭
の
聖
母
マ
リ
ア
教
会
（
イ
エ
ス

と
聖
母
マ
リ
ア
が
出
会
っ
た
地
点
、
現
在
の
第
四
留
）
の
近
く
に
あ

る
、
キ
リ
ス
ト
が
最
初
に
転
倒
し
た
所
と
想
定
さ
れ
て
い
る
第
三
留

西
側
の
「
エ
ル
サ
レ
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辺
り
に
同
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ヴ
ァ
ラ
ッ

ロ
の
⑬

の
礼
拝
堂
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
現
在
の
苦
し
み
の
道
の
第
三
留
付
近

の
場
所
を
想
定
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
⑰

〈
キ
リ
ス
ト
の
墓
〉
の
西
側
に
置
か
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
、
⑰
の
御
堂

の
北
に
当
た
る
か
な
り
離
れ
た
所
に
置
か
れ
て

い
る
。
従
っ

て
、
⑪

の
礼
拝
党
と
同
様
に
、
聖
地
の
キ
リ
ス
ト
ゆ
か
り
の
場
所
と
密
接
な

関
係
に
あ
る
そ
の
他
の
礼
拝
詣
群
と
同
じ
構
想
の
下
で
配
さ
れ
た
も

の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
十
字
架
を
負
っ
た
キ
リ
ス
ト
と

出
会
っ
た
後
に
、
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
ヘ
向
か
う
途
上
で
休
息
し
た
聖
母

を
表
現
し
て
い
る
（
〈
聖
母
の
休
息
〉
の
礼
拝
棠
に
対
応
す
る
場
所

は、

エ
ル
サ
レ
ム

に
は
見
出
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
、
ヴ
ァ

ラ
ッ
ロ
に

お
い

て
も
、
（

の
御
堂
は
、
「エ

ル
サ
レ
ム
」

の
ゾ
ー
ン
に

で
は
な

く
、
登
山
路
上
に
配
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
「
エ
ル
サ

レ
ム
内
」
の
礼
拝
堂
群
は
、
稿
者
に
よ
れ
ば
、
そ
の
他
の
礼
拝
拡
群

と
は
別
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
に
は
、
そ
も
そ
も

「
苦
し
み
の
道
」
、

な
い

し
は
「
十
字
架
の
道
」
は
設
定
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ガ
ッ

ロ
ー
ニ
は
、

ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の

「
代
用

エ
ル
サ
レ
ム
」
上
に
苦
し

み
の
道
が
あ
っ
た
と
考
え
た
（
図

19)
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
、
現
在
の

補
助
門
の
脇
に
あ
っ
た
ピ
ラ
ト
の
館
か
ら
、
黒
い
教
会
の
⑫
〈
十
字

ン
ツ
ィ
オ
が
部
屋
を
二
分
し
て
設
置
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
〈
カ

架
の
下
に
倒
れ
る
キ
リ
ス
ト
〉
の
御
棠
、
次
い
で
⑳
〈
天
使
に
よ
る
聖

母
へ
の
死
の
お
告
げ
〉
の
御
堂
（
ガ
ッ
ロ
ー

ニ
は
こ
れ
を
〈
慟
哭
の

聖
母
〉
の
御
堂
と
誤
解
）
、
さ
ら
に
⑬
〈
聖
衣
を
剥
が
れ
カ
ル
ヴ
ァ
リ

オ
ヘ
送
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
〉
の
御
堂
を
経
て
〈
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
（
山
）
〉

へ
至
る
も
の

で
あ
っ
た
と
し
た
(
4
)

。
こ
の
ガ
ッ
ロ
ー
ニ

の
説
は
、
次

い
で
、
ペ
ソ

ロ
ー
ネ
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
が
（
図

20)
、
デ
ビ
ア
ッ
ジ

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
根
拠
か
ら
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
で
は
、
苦
し
み
の
道
は
、

カ
イ
—
ミ
に
よ

っ

て
も
後
任
者
に
よ
っ
て
も
決
し
て
着
手
さ
れ
な
か

っ
た
ば
か
り
か
構
想
す
ら
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
論
駁
し
た
(
5
J
)

。
確
か

に
、
デ
ビ
ア
ッ
ジ
が
言
う
よ
う
に
、
ピ
ラ
ト
の
館
は
一
五
一
四
年
に

は
存
在
し
て
お
ら
ず
（
建
設
予
定
）
、
一

五
四
三
ー

五

0
年
頃
と
推
測

さ
れ
て
い
る
最
古
の
景
観
図
（
図

24)
に
も
確
認
さ
れ
な
い
。
そ
し

て
、
セ
サ

y
リ
の
一
五
六
六
年
の
案
内
書
で
初
め
て
未
完
と
し
て
語

ら
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
着
工
は
、

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

イ
ー
ミ
が
没
し
て
か
ら
半
世
紀
以
上
も
後
に
な
っ
て
な
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。

ま
た
、
闘

〈
聖
衣
を
剥
が
れ
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ

に
送
ら
れ

一
五
四
三
ー
五

0
年
よ
り
も
後

一
五
六
六
年
に
近
い
時
期
、
す
な
わ
ち
、
カ

る
キ
リ
ス
ト
〉

の
ミ
ス

テ
ー
ロ

は
、
カ
イ
ー
ミ
の
死
後
に
、
ガ
ウ
デ

ル
ヴ
ァ
リ
オ
（
山
）
〉
の
下
の
礼
拝
堂
に
は
、
当
初
は
〈
聖
体
塗
油
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石
〉
の
ミ
ス
テ
ー
ロ
し
か
配
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
ガ
ッ

ロ
ー
ニ
が
〈
慟
哭
の
聖
母
〉
の
御
棠
と
み
な
し
た
礼
拝
棠
は
、

一
度

と
し
て
そ
の
よ
う
な
ミ
ス
テ
ー
ロ
を
受
け
入
れ
た
こ
と
は
な
く
、
最

初
か
ら
〈
天
使
に
よ
る
聖
母
へ
の
死
の
お
告
げ

〉
の
ミ
ス
テ
ー
ロ
を

表
現
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
稿
者
も
、
カ
イ
ー
ミ
の
構
想
に
は
苦
し

み
の
道
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
黒
い
教
会

は
す
で
に
一
五

0
一
年
に
は
建
設
さ
れ
て
、
翡
内
に
は
〈
十
字
架
の

下
に
倒
れ
る
キ
リ
ス
ト
〉
の
ミ
ス
テ
ー
ロ
が
表
現
さ
れ
て
い
た
こ
と

や
、
カ
イ
ー
ミ
の
没
後
に
ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ
オ
が
⑬
の
御
棠
を
建
設
し

た
こ
と
、
さ
ら
に
、
時
代
は
下
る
と
は
い
え
、
ピ
ラ
ト
の
館
が
現
在

の
補
助
門
の
近
く
に
建
設
さ
れ
た
以
上
、
カ
イ
ー
ミ
の
後
任
の
誰
か

が
、
か
な
り
早
い
時
期
に
、
地
形
模
倣
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
基

づ
か
な
い
「
苦
し
み
の
道
」
、
な
い
し
は
「
十
字
架
の
道
」
の
挿
入
を

試
み
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、

エ
ル
サ
レ
ム
に
お
い
て
で
は
な
く
、
西
欧
の
ア
ル
プ
ス
以
北
で
十
五

世
紀
後
半
頃
か
ら
流
布
し
始
め
て
い
た
キ
リ
ス
ト
の
受
難
に
対
す
る

特
殊
な
諸
信
仰
の
実
践
形
態
の
影
響
下
で
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
地
形
模
倣
と
は
無
関
係
に
挿
入
さ
れ
か

け
て
い
た
こ
の
一
種
の
十
字
架
の
道
は
、
ア
レ
ッ
シ
に
よ
る
再
整
備

計
画
(
-
五
六
五
—
六
九
年
）
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
、
そ
の
後
も
再

開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
同
道
を
構
成
し
て
い
た
礼

拝
棠
は
、
献
翡
名
を
変
え
ら
れ
る
か
取
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

①
⑧
⑤
「
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
」
、
「
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
付
近
」
、
「
キ
リ
ス
ト

の
墓
」
、
「
キ
リ
ス
ト
の
墓
付
近
」
ー
イ
エ
ス
の
時
代
、
彼
が
傑
刑
に

処
せ
ら
れ
た
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
（
ゴ
ル
ゴ
タ
）
は
城
壁
の
外
に
あ
っ
た

が
、
ロ
ー
マ
時
代
に
城
壁
の
位
置
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
必
然
的
に

城
壁
内
に
取
り
込
ま
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
は
、
現
在
、
聖
墳
墓
記

念
聖
棠
内
（
図

30)
の
入
口
の
す
ぐ
右
（
北
西
）
側
辺
り
に
同
定
さ

れ
る
。
こ
こ
に
は
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
と
呼
ば
れ
る
二
階
構
造
の
建
物

（
矩
形
プ
ラ
ン
）
が
建
っ
て
お
り
、
上
階
に
は
キ
リ
ス
ト
の
條
刑
の
礼

拝
堂
、
ま
た
、
一
階
に
は
ア
ダ
ム
の
亡
骸
が
置
か
れ
た
礼
拝
堂
が
設

醤
さ
れ
て
い
る
（
固

21)
。
そ
し
て
、
か
つ
て
の
第
二
の
入
口

(11
戸

外
か
ら
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
ヘ
至
る
た
め
の
貴
人
用
の
入
口
）
の
ア
ト
リ

ウ
ム
で
あ
り
、
十
四
世
紀
以
降
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
と
関
係
が
あ
っ

た
所
に
は
、
フ
ラ
ン
ク
人
礼
拝
棠
（
聖
ヨ
ハ
ネ
と
敬
虔
な
婦
人
た
ち
、

あ
る
い
は
慟
哭
の
聖
母
の
礼
拝
堂
と
も
呼
ば
れ
る
）
が
設
置
さ
れ
て

い
る
(
6
)
。
ま
た
、
同
聖
堂
の
入
口
か
ら
堂
内
に
入
り
、
わ
ず
か
に
直

進
し
た
所
（
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
の
す
ぐ
西
隣
）
に
は
聖
体
塗
油
石
が
置

か
れ
、
信
者
ら
の
崇
敬
を
集
め
て
い
る
。
次
い
で
、
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ



64 

か
ら
十
五
メ
ー
ト
ル
は
ど
離
れ
た
同
じ
く
西
側
に
、
聖
墳
墓
の
小
礼

拝
翡
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
小
堂
は
、
破
壊
と
再
建
が
繰
り
返
さ
れ

た
こ
と
で
何
度
か
形
を
変
え
た
が
、

1
0
 0九
年
の
再
建
後
は
馬
蹄

形
プ
ラ
ン
に
な
っ
て
い
た
(
+
六
世
紀
後
半
に
は
外
観
は
再
び
変
え

ら
れ
る
）
。
そ
し
て
、
堂
内
は
、
天
使
の
間
と
呼
ば
れ
る
前
室
と
、
低

く
て
狭
い
入
口
を
く
ぐ
っ
た
先
に
あ
る
墓
室
（
図

23)
と
に
分
け
ら

れ
て
い
た
（
そ
の
構
造
は
現
在
も
変
わ
っ
て
い
な
い
）
。
さ
ら
に
、
こ

の
聖
墳
墓
の
北
側
に
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
の
祭
壇
と
マ
グ
ダ
ラ
の
マ

リ
ア
の
礼
拝
堂
、
そ
し
て
、
後
者
の
北
西
に
隣
接
し
て
聖
母
に
出
現

す
る
キ
リ
ス
ト
の
礼
拝
棠
（
現
在
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
の
祈
祷
席
）

が
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
聖
母
へ
の
キ
リ
ス
ト
の
出
現
の
エ
ピ
ソ

ー

ド
は
福
音
書
に
は
語
ら
れ
て
い
な
い
が
、
古
く
か
ら
伝
統
的
に
こ
の

礼
拝
棠
で
記
念
さ
れ
て
い
た
(
7
)
0

ヴ
ァ
ラ
ソ
ロ
で
は
、

「
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
」
と
そ
の
付
近
、
並
び
に

「
キ
リ
ス
ト
の
墓
」
と
そ
の
付
近
は
、
一
五

一
四
年
当
時
も
現
在
も
、

「
エ
ル
サ
レ
ム
」
に
あ
た
る
整
備
さ
れ
た
高
い
中
央
ゾ
ー
ン
に
配
さ
れ

て
い
る
（
前
号
図
l
、
1
7
a
、
b
)
。
ま
ず
、
い
〈
媒
刑
〉
の
礼
拝
党

は
、
「
シ
オ
ン
山
」
の
総
休
の
ほ
ほ
北
西
の
位
置
に
、
既
述
の
よ
う

に
、
岩
を
土
台
と
し
て
高
く
建
設
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
南

側
の
階
段
の
下
に
、

エ
ル
サ
レ
ム
の
フ
ラ
ン
ク
人
礼
拝
堂
に
相
当
す

る
⑬
〈
卒
倒
の
聖
母
〉
の
小
礼
拝
堂
が
あ
り
、
反
対
の
北
側
の
階
段
下

に
⑬
〈
聖
衣
を
剥
が
れ
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
ヘ
送
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
〉
と
⑯

〈
聖
体
塗
湘
石
〉
の
礼
拝
堂
が
あ
っ
た
。
次
い
で
、
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
か

ら
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
お
け
る
の
と
同
じ
距
離
(
+
五
メ
ー
ト
ル
）
だ

け
西
に
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
⑰
〈
キ
リ
ス
ト
の
墓
〉
の
御
堂
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
に
お
い
て
も
、
同
堂
は
前
室
と

墓
室
の
ふ
た
つ
の
部
屋
か
ら
成
っ
て
い
る
（
図

22)
。
さ
ら
に
、
〈
キ

リ
ス
ト
の
墓
〉
の
御
棠
の
北
側
に
は
、
同
様
に
、
⑬

〈
マ
グ
ダ

ラ
の

マ
リ
ア
〉
の
礼
拝
堂
と
、
そ
の
近
く
（
北
側
）
に
⑬
〈
聖
母
に
出
現
す

る
キ
リ
ス
ト
〉
の
礼
拝
堂
が
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
ヴ
ァ
ラ
ッ

ロ
の
中
央
ゾ
ー
ン
の
主
要
な
礼
拝
棠
群
は
、
所
与
の
土
地
の
条
件
に

よ
る
多
少
の
歪
み
は
あ
る
に
し
て
も
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
聖
墳
墓
記
念

聖
堂
内
の
キ
リ
ス
ト
ゆ
か
り
の
場
所
の
そ
れ
ぞ
れ
を
方
角
的
に
も
ほ

ぼ
忠
実
に
再
現
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
忠
実
な
模
造
建
築

群
の
な
か
に
あ
っ
て
、
唯
一
、
⑬
〈
聖
衣
を
剥
が
れ
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ

へ
送
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
〉
の
礼
拝
堂
だ
け
は
、
こ
れ
の
手
本
と
い
え

る
場
所
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
⑬
の
御
棠
も
カ
イ

ー
ミ
の
構
想
に
は
な
か
っ
た
礼
拝
堂
と
考
え
ら
れ
る
。
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四
節
で
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
一
五
一
四
年
当
時
の
礼
拝
党
群
を
、
そ

れ
ら
と
対
応
す
る
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
キ
リ
ス
ト
ゆ
か
り
の
場
所
や
そ

こ
に
建
設
さ
れ
て
い
る
建
造
物
と
比
較
し
た
結
果
、
「
エ
ル
サ
レ
ム
」

門
に
ま
と
め
た
礼
拝
輩
群
（
岡
、
⑪
、
⑫
、
（
の
礼
拝
堂
）
と
「
カ

ル
ヴ
ァ
リ
オ
付
近
」
に
位
置
す
る
⑬
の
礼
拝
棠
を
除
く
す
べ
て
の
礼

拝
棠
に
、
聖
地
の
地
形
模
倣
的
配
列
か
建
築
の
構
造
的
模
倣
の
い
ず

れ
か
、
も
し
く
は
そ
の
両
要
素
の
模
倣
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
一
五

一
四
年
の
最
古
の
案
内
書
に
挙
げ
ら
れ
た
礼
拝
堂
群
の
う
ち
、
叫
、

凶
‘
⑫
、
(
、
⑬
の
御
党
を
除
く
礼
拝
党
群
が
、
カ
イ
ー
ミ
の
梢
想

に
基
、
つ
く
最
初
期
の
礼
拝
直
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
五

掌
を
除
く
礼
拝
菫
の
設
置
場
所
の
同
定
結
果
に
基
づ
い
て
、
カ
イ
ー

ミ
が
梢
想
し
た
「
代
用
エ
ル
サ
レ
ム
」
の
配
列
を
平
面
図
上
に
復
元

し
て
み
れ
ば
、
図

31
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

同
図
に
拠
れ
ば
、
一
五
世
紀
末
年
か
ら
一
六
世
紀
初
め
に
か
け
て

は
、
「
ナ
ザ
レ
」
と
「
ベ
ッ
レ
ヘ
ム
」
、
「
エ
ル
サ
レ
ム
」
は
現
在
と
同

じ
位
置
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
聖
地
で
は
旧
市
街
か
ら
見
て

東
側
に
展
開
し
て
い
る
ゲ
ッ
セ
マ
ニ
や
ガ
リ
ラ
ヤ
山
、
オ
リ
ー
ヴ
山

五

フ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
カ
イ
ー
ミ
の

「
代
用
エ
ル
サ
レ
ム
」
ー
結
び
に
か
え
て

と
、
旧
市
街
か
ら
見
て
南
西
に
位
置
す
る
シ
オ
ン
山
は
、
ヴ
ァ
ラ
ッ

ロ
で
は
前
者
が
「
エ
ル
サ
レ
ム
」
の
西
か
ら
北
側
を
囲
む
よ
う
に
配

さ
れ
、
後
者
は
「
エ
ル
サ
レ
ム
」
の
ほ
ぼ
東
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
カ
イ
ー
ミ
の
「
代
用
エ
ル
サ
レ
ム
」
は
方
角
的
に
は
必
ず

し
も
モ
デ
ル
に
忠
実
で
は
な
か
っ
た
し
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
エ

ル
サ
レ
ム
市
街
を
そ
っ
く
り
模
造
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
土
地
の
事
情
が
許
す
限
り
は
、
キ
リ
ス
ト
ゆ
か
り
の
土
地
柏
互

の
位
置
関
係
を
方
角
的
に
も
息
実
に
模
倣
し
、
そ
れ
が
で
き
な
い
場

合
に
は
、
ひ
と
つ
の
キ
リ
ス
ト
ゆ
か
り
の
土
地
内
で
の
聖
所
ど
う
し

の
位
置
関
係
や
、
そ
こ
に
あ
る
建
築
的
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
構
造
は
可

能
な
限
り
息
実
に
模
倣
し
て
い
た
。
ま
た
、
カ
イ
ー
ミ
が
梢
想
し
た

「
キ
リ
ス
ト
ゆ
か
り
の
場
所
」
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
は
存
在
し
な
い
口

〈
ゲ
ッ
セ
マ
ニ
の
園
で
眼
り
込
む
七
人
の
弟
子
〉
の
礼
拝
棠
以
外
は
、

い
ず
れ
も
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
の
案
内
で
巡
礼
者
が
訪
れ
、
当
時
の

巡
礼
記
に
も
必
ず
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
場
所
で
あ
り
、
全
贖
宥

や
七
年
の
分
贖
宥
の
対
象
に
も
な
っ
て
い
た
：
。
さ
ら
に
、
彼
の

「
代
用
エ
ル
サ
レ
ム
」
を
構
成
す
る
礼
拝
翡
の
な
か
に
は
、
同
会
の
エ

ル
サ
レ
ム
に
お
け
る
最
初
の
拠
点
で
あ
り
修
道
院
が
あ
っ
た
シ
オ
ン

山
（
前
号
図

16)
に
関
係
す
る
礼
拝
堂
や
、
十
四
世
紀
以
降
同
会
が

専
有
し
て
ミ
サ
を
挙
げ
て
い
た
聖
墳
墓
記
念
聖
堂
の
入
口
の
右
側
に
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あ
る
フ
ラ
ン
ク
人
礼
拝
盤
（
図
30)
に
対
応
す
る
礼
拝
棠
(
1
1
間
〈
卒

倒
の
聖
母
〉
）
、
ま
た
、
同
会
の
祈
祷
席
が
あ
っ
て
、
同
会
士
に
よ
っ

て
昼
夜
ミ
サ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
同
記
念
聖
堂
内
の
聖
母
に
出
現
す

る
キ
リ
ス
ト
の
礼
拝
帝
告
に
対
応
す
る
御
棠

(II
⑬
〈
聖
母
に
出
現
す

る
キ
リ
ス
ト
〉
）
も
洩
れ
な
く
含
ま
れ
て
お
り
、
聖
地
の
番
人
で
あ
っ

こ
の
よ
う
に
、

カ
イ
ー
ミ
の
「
代
用
エ
ル
サ
レ
ム
」
の
礼
拝
堂
の

配
列
で
は
、
何
よ
り
も
キ
リ
ス
ト
と
聖
母
マ
リ
ア
に
関
係
す
る
聖
な

る
ト
ポ
ス
が
最
優
先
さ
れ
て
お
り
、
事
件
が
発
生
し
た
順
序
は
顧
み

ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
も
し
、
出
来
事
の
発
生
順
に
ミ

ス
テ
ー
リ
を
辿
ろ
う
と
す
れ
ば
、
巡
礼
者
は
山
上
を
行
っ
た
り
来
た

り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
後
に
、
カ

イ
ー
ミ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
理
解
し
な
い
建
築
家
や
宗
教
家
の
目
に
、

礼
拝
翡
の
配
列
と
堂
内
の
ミ
ス
テ
ー
リ
場
面
の
順
序
が
雑
然
と
し
て

い
て
秩
序
が
な
い
と
映
り
、
彼
ら
に
よ
っ
て
礼
拝
棠
が
事
件
の
発
生

順
に
整
然
と
配
列
さ
れ
る
よ
う
に
改
造
さ
れ
る
主
な
理
由
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
カ
イ
ー
ミ
の
ね
ら
い
は
、
後
代
の
建
築
家
や
宗
教
家
の
考

え
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
所
に
あ
っ
た
。
当
時
は
ル
タ
ー
に
よ
る
宗

教
改
革
の
狼
煙
は
ま
だ
ア
ル
プ
ス
以
北
に
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
「
代

用
エ
ル
サ
レ
ム
」
建
設
の
主
な
理
由
は
、
後
代
の
「
サ
ク
ロ
・
モ
ン

た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
と
の
密
接
な
関
係
も
窺
わ
せ
て
い
る
。

一
五
一
囚
年
の
案
内
書
に
は
存
在
し
て
い
な
い

テ
」
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

伝
播
の
阻
止
や
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
の
再
強
化
に
は
な
く
、
何
よ
り

も
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
巡
礼
者
に
対
す
る
ト
ル
コ
人
の
威
嚇
と
迫
害
に

あ
っ
た
。
ま
た
、
カ
イ
ー
ミ
が
最
も
重
要
と
考
え
て
最
初
に
建
設
し

た
い
く
つ
か
の
礼
拝
堂
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
元
来
、

西
欧
に
お
け
る
長
い
エ
ル
サ
レ
ム
の
模
造
建
築
の
系
譜
に
連
な
る
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
初
に
建
設
さ
れ
た
礼
拝
棠
と
は
、

山
上
の
土
地
や
そ
こ
に
す
で
に
建
設
さ
れ
て
い
た
最
初
の
複
数
の
建

造
物
な
ど
の
カ
イ
ー
ミ
ヘ
の
正
式
な
譲
渡
に
関
す
る
記
録
(
-
四
九

三
年
）
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
、

a.
〈
キ
リ
ス
ト
の
墓

〉
（
と
そ
れ
に

隣
接
す
る
陀
修
所
）

と
b
.
〈
十
字
架
の
下

(
s
u
b
t
u
s
C
r
u
c
e
m
)
〉、

そ
し
て

c
.
〈
昇
天
〉
の
三
凡
呈
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
〈
十
字
架
の

下
〉
の
礼
拝
雌
は
、

た
め
、
そ
れ
を
「
ヨ
シ
ャ
フ
ア
ト
の
谷
」
に
あ
る
詞
〈
聖
母
の
墓
〉
と

み
な
す
沼
叫
（
ガ
ソ
ロ
ー
ニ
（
）こ
）
と
、
⑯
〈
聖
休
塗
油
石
〉
の
礼
拝
堂

と
み
な
す
説
（
デ
ビ
ア

ッ
ジ
、
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
(
3

)
)

が
生
じ
た

が
、
ア
レ

ッ
シ
の
『
ミ
ス
テ
ー
リ
の
書
』

の
記
述
か
ら
拙
論
を
重
ね

た
前
者
の
説
に
は
明
ら
か
に
無
理
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、

〈
s
u
b
t
u
s
C
r
u
c
e
m
〉
の
C
r
u
c
e
m
を
「
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
（
山
）
」
に

建
て
ら
れ
た
十
字
架
と
考
え
、
そ
の
下
に
あ
る
礼
拝
翡
、
す
な
わ
ち
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⑯
の
礼
拝
翡
と
同
定
し
た
後
者
の
説
に
従
え
ば
、
カ
イ
ー
ミ
が
山
上

に
最
初
に
設
定
し
て
建
設
し
た
の
は
、
〈
キ
リ
ス
ト
の
墓
〉
と
〈
聖
体

塗
湘
石
〉
、
〈
昇
天
〉
の
場
所
の
三
菫
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

〈s
u
b
t
u
s

Crucem〉
レ
J

い、つ
N
以
ト
-

‘

+
！
字
加
木
ナ
ど
邦
政
睾
匡

L
た
カ
ル
ヴ
ァ

リ
オ
（
山
）
の
場
所
も
、
こ
の
時
に
は
当
然
確
定
さ
れ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
四
つ
の

キ
リ
ス
ト
ゆ
か
り
の
場
所
は
、
〈
昇
天
〉
の
場
所
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
同

時
期
に
遡
る
ゲ
ル
リ
ッ
ツ
の
複
合
体
の
構
成
要
素
と
一
致
す
る
。
ま

た
、
〈
キ
リ
ス
ト
の
墓
〉
と
〈
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
（
山
）
〉
の
場
所
を
中

心
と
し
て
、
そ
の
他
の
若
干
の
場
所
が
加
わ
る
複
合
体
の
例
で
あ
れ

ば
、
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
や
ト
ロ
ワ
（
一
六
世
紀
初
め
）
な
ど
、
多
く
の

西
欧
の
町
に
も
存
在
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ァ
ラ
ッ

ロ
の
例
だ
け
が
特
異
な
わ
け
で
は
な
く
、
複
合
的
「
代
用
エ
ル
サ
レ

ム
」
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

的
な
傾
向
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
山
）
、
と
り
わ
け
聖
墳
墓
の
単
体
の
模
造
建
築
に
よ
っ
て
エ
ル
サ
レ

ム
を
代
用
さ
せ
て
い
た
、
西
欧
に
お
け
る
長
い
聖
地
模
造
の
系
譜
上

に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
は
い
え
、
カ
イ
ー
ミ
の
「
代
用
エ
ル
サ
レ
ム
」
は
、
聖
墳
墓
と

そ
し
て
、

そ
れ
ら
は
、

エ
ル
サ
レ
ム
の
聖
墳
墓
と
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ

カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
（
山
）
を
基
礎
に
し
な
が
ら
も
、
「
ナ
ザ
レ
」
、
「
ベ
ッ

レ
ヘ
ム
」
、
「
エ
ル
サ
レ
ム
」
、
「
エ
ル
サ
レ
ム
近
郊
」
ま
で
の
イ
エ
ス

に
関
係
す
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
璽
要
な
場
所
を
、
地
形
的

に
も
で
き
る
限
り
忠
実
に
、
最
も
原
初
的
な
つ
つ
ま
し
い
建
築
物
に

よ
る
組
織
的
な
複
合
施
設
と
し
て
西
欧
に
お
い
て
初
め
て
提
示
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
規
模
も
、
そ
の
他
の
西
欧
諸
囚

（
特
に
ア
ル
プ
ス
以
北
）
の
同
時
期
の
複
合
体
の
規
模
を
は
る
か
に
越

え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
他
の
国
々
に
は
な
い
カ
イ
ー
ミ
の
代
用
施
設

の
こ
う
し
た
独
創
性
の
理
由
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
創
設
者
が
、
十
三

世
紀
前
半
よ
り
す
で
に
聖
地
に
あ
っ
て
キ
リ
ス
ト
ゆ
か
り
の
場
所
を

守
り
、
巡
礼
者
の
案
内
や
保
護
の
任
に
当
た
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
会
に
属
す
る
神
父
で
あ
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ア

ル
プ
ス
以
北
の
「
代
用
エ
ル
サ
レ
ム
」
が
、
聖
地
巡
礼
の
経
験
が
あ

っ
た
と
は
い
え
、
ほ
と
ん
ど
が
俗
人
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
の
に
対

し
、
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
そ
れ
は
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
を
熟
知
し
て
い
た
修

道
会
に
属
し
、
自
身
も
幾
度
か
聖
地
を
訪
れ
た
経
験
を
も
つ
修
道
士

に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
い

ま
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
は
、
デ
ビ
ア
ッ
ジ
が
言
う
よ
う
に
(
4
)

、
イ

タ
リ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
新
し
い
感
性
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
カ
イ
ー
ミ
の
施
設
は
、
過
去
の
史
料
や
記
録
、
遺
構
に
注
意
を

の
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払
っ
て
写
実
を
追
究
す
る
厳
格
な
精
神
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
中

世
の
象
徴
主
義
か
ら
は
隔
た
っ
た
新
し
い
感
性
に
よ
っ
て
し
か
具
現

さ
れ
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
ラ
ノ
ロ
の
「
代
用
エ
ル
サ
レ
ム
」

と
は
、
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
要
素
が
歴
史
上
で
重
な
っ
た
ご
く
短
い
期

間
に
誕
生
し
た
稀
有
の
施
設
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
対
抗
宗
教
改
革

以
降
の
「
サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ
」
や
、
バ
ロ
ッ
ク
期
に
ア
ル
プ
ス
以
北

を
中
心
に
隆
盛
す
る
「
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
山
」
の
複
合
休
が
、
聖
地
パ

、王―-＝-
A
 
※
本
稿
は
平
成
十
五
年
度
課
程
栂
士
論
文
の
第

3
章
（
ミ
ラ
ノ
管
区

ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
の
サ
ク
ロ

・
モ
ン
テ
ー
フ
ラ

・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・

カ
イ
ー
ミ
の
”
エ
ル
サ
レ
ム
II
)

を
縮
小
、
改
題
し
、
紙
幅
の
都
合

上
、
前
号
と
本
号
に
分
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
中
で
用
い
た
括
弧

の
う
ち
、
『
』
は
書
名
、
「
」
は
主
と
し
て
文
や
注
意
を
引
こ
う

と
す
る
語
句
の
挿
入
及
び
引
用
、
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
ゆ
か
り
の
町

や
山
全
体
な
ど
広
域
を
特
定
す
る
場
合
に
用
い
た
。
〈
〉
は
礼
拝
堂

名
、
《
》
は
絵
画
や
彫
刻
作
品
の
タ
イ
ト
ル
を
表
し
、
（
）
は
本

文
に
註
記
を
加
え
る
の
に
用
い
た
。

22 21 20 19 レ
ス
テ
ィ
ナ
に
関
係
し
な
が
ら
も
、
も
は
や
「
ト
ポ
ス
」
を
核
と
す

る
地
形
模
倣
と
は
無
縁
な
、
一
連
の
「
留
」
に
よ
る
行
列
的
複
合
体

と
な
っ
て
再
登
場
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
カ
イ
ー
ミ
の
「
代
用
エ

ル
サ
レ
ム
」
は
、
サ
ン
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
ド
の
そ
れ
と
と
も
に
、
ル
ネ

サ
レ
ム
」
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

G
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 B.
 
F
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o
la
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L
a
 n
u
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v
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 G
e
r
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l
e
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m
e
 o
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6
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1
,
p
.
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2
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S
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 S.
 Pe
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i
d
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 al S
a
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J、o
M
o
n
t
e
 di
吝
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T
o
r
i
n
o
,
1
9
9
5
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p
.
 75
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苦
．（l．、p
.
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g
i
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Sulla p
r
e
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t
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 V
i
a
 D
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lo
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 al S
a
c
r
o
 M
o
n
t
e
 d1 

＜
臼
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Bollettino storico p
e
r
 la P
r
o
v
i
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di N
o
苫
ミ
,
L
X
V
I
I
,
 

p
p
.
 
7
4ー

7
5

P
e
r
r
o
n
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i
d
a
 al 

••• 
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 op.
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p
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（
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ス
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在
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て
稀
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「
写
実
的
エ
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図20 s. s.ベッ口ーネによる初期のサク
口・モ ンテの復元図 （1974年）

A－ 「ナザレj l.ロレート の型家、 2.受J!f：；告知、
2a.盗礼者Illの開廊／B一「ベツレへムJ 3.伴況、
4.羊飼いの干しl￥、 5.マギの＋Li半、 6.制礼／「ピラト
の館J 7.答別、 8.荊冠、 9十字架をi主ぶキリスト
（思し、教会堂）、 JO . 当~HJ： マリ アの働尖／ E一「シ オ ン
ill J 11.竪HJ:彼昇天聖堂、 12.最後のl晩餐、 13.盤箆
Ii制部／Fー「カ jレヴァリオLLIJ 14. l探知j、is.~w衣剥
哲子、 16.生骸布に くるま れるキリ ス ト／G一「キリス
トの墓J 17.キリス トの墓、 J7a.キリス トの墓のI@
修所、 l7B.スカロニーニ家の礼拝堂／日－rタボー
JレLIJJ/I一 「オリ ーヴLLIJ 19.キ ＇）ス トの昇天／L
-rゲ yセマニj 20.闘での祈り、 21.キリス トの打II
斜、22.取fl）：の裳／l¥11－ 「小l''.l.l/C一「ヴィ ア ドロ
ローザJ/D一「キリス トの泉」

図22 ヴ ァラ y口、現在の 〈キリストの墓〉
（第43堂）の礼拝堂 （墓室） （ガウデン
ツィオ・フェ ッラーリ、 《横臥のキリス

ト像》、 木彫、16世紀初頭）
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図18 ガウデンツィオ・フェ ッラーリ、《マ
1）ア永自民像》、 c.1493-1498、ヴァラ
ッ口、聖母被昇天教会（スク口一口）

図21 ヱルサレム、聖墳墓記念聖堂内の
カjレヴァ リオ

(/'.uallai・doに よる 、 l6 J9ij~ ） ]_if／［；フうぐft;I:ょ作1If可き σコJill、
2ラテ ン人の＂Eの州 、3 ア ダムの亡骸がf従かれた礼子'I'

4. キ •） ス i の 1－字架i1<+Tら込まれた礼拝金、 5.キリ
ストカぐf~ Hリに犯Lせられた干しJ平1辻、 6 盟，y f~＜ i語tl!!l1ヨ
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24 

25 

26 

23 

函23 エルサレム、聖墳墓の小礼拝堂の墓室
図24 ジョヴェノーネの工房 7、《聖骨子と諸
聖人、ならびに寄進者〉（部分）、ミラノ、

ブレラ絵画館、 1543年頃（ヴァラッ口

のサクロ・モンテの最古の景観図）

~25 ジュセッぺ・ジョヴェノーネ・イル・
ジョーヴァネ、〈聖母に蝦を告げるキ

リスト〉（部分）、カレサナブロ（ヴェ
jレチェッリ）、教区教会、 16世紀後半

図26 c.デビアッジによるエルサレムのゲ
ッセマニとオリーヴ山の地形とキリス

トゆかりの場所の配JIJ~
I：型墳墓記念聖堂がある方向、 IJ：キド
ロンの急、jjjfとヨシャファト、ないしはキド

ロンの谷、日］：三人のllKる弟子の岩、 IV
ゲッセマニのグロッ夕、 v.ヨアキムとア
ンナの礼拝堂、政びに聖母の慕に通じる階

段、 VI：聖母の墓、四：：ガリラヤ、 1霊：＿m
母への天使による死のお告げ、立：昇天教

会堂、 X：主持文、ないしはエレオナ教会
主、 ？：クレドのi也下聖堂



回 28 かつてのオリーヴ山と考えられる現在の 図27
タポール山と第17堂（〈タボール山上で
のキリストの変容〉）

図 29 ヴァラッ口、〈聖母の墓〉の礼拝堂
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c.デビアッジによるヴァラッロの
初期のサク口・モンテのゲッセマニ
とオリーヴ山の地形とキリストゆか
りの場所の配列図

1 ・〈キリストの纂〉の礼拝堂と隠修f~i· 、

日・ヨシャファト (f)冬子、なし、しはキドロ

ンの谷、 医：〈三人のIii~ り込んだ弟子〉の
礼jl立と：）ft測される場所、］＼／ ：ゲッセマ
ニのグロヅタ（消失）、 v: ＜ヨアキムの
纂〉と くア ンナの主主〉 の礼拝盆（消失）、

VJ：＜塑・ff)：の募〉の礼拝堂、 Vil: ＜ガリラ

ヤで弟子に出JJii一るキリスト〉の礼拝堂
（消失）、明日： く聖母への天王）2による死の
お告げ〉の礼拝1lt<消失）、 IX: ＜キリ ス
トの昇天〉の礼拝堂（消失）、x: （主例
文を教えるキリスト〉の礼拝堂（消

失）、？：〈クレドJ包茸りの礼拝立と:Jfi:iJ!JJ
されるjJJjA斤

図30 ＋字軍時代のエルサレムの聖墳墓記念

図31 ベルナルディーノ・カイーミが構想した
ヴァラッ口の「代用工ルサレムJ（推定）

聖堂の平面図（Corboによる、 1981年）
l.フランキ（聖ヨハネと敬皮な婦人たち、

あるいは働尖の聖母）の礼拝堂を抜けて援

金！人iに入るための階段、 2.アダムの礼拝堂、
j二 11'1＼＇はカルヴアリオの千し~l堂、 3. ~＼Ul主宰きの
小礼拝堂、 4.マグダラのマリアの祭座、 5.
マグダラのマリアの礼拝:iii:、6五日fi]：にWJJ!.
するキリストの干しずViit
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